
【巻頭】第 3 次男女共同参画プランを策定しました
○ゆるしません、滞納！！（P4）
○節電にチャレンジしてみよう！（P6）
○平成 27 年度の自治会長さんです（P10）
○結核検診のお知らせ（P18）　○保健センターだより（P29）

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 
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そ
し
て
こ
の
3
月
、「
自
分
ら
し
さ
を
実

現
で
き
る
町　

み
た
け
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、「
御
嵩
町　

第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
し
た
プ
ラ
ン
は
、
昨
年
度
に
実

施
し
た
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意

識
調
査
」
の
結
果
や
第
2
次
プ
ラ
ン
の
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
近
年
の
社
会
情

勢
の
変
化
と
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し

て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

～
自
分
ら
し
さ
を
実
現
で
き
る
町　

み
た
け
～

�

第
３
次
男
女
共
同
参
画

�
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

◆�

平
成
27
年
度
か
ら

　
　
　

��

5
年
間
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　

本
プ
ラ
ン
が
め
ざ
し
て
い
る
の
も
の
は
、

家
庭
、
地
域
、
職
場
、
学
校
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
浸し

ん
と
う透

さ
せ
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、
互
い
に
尊
重
し

あ
い
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
で
き
る

町
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

計
画
期
間
は
5
年
間
で
、
平
成
27
年
度
～

平
成
31
年
度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

男女共同参画社会
自分らしさを実現できる町�みたけの実現

5  男女間における
暴力の防止と被
害者の支援

事 業 主

住　民

行　政

住 民 活 動
団 体 な ど

基本目標に基づく取り組みを実践

住 民 協 働

【※住民協働による男女共同参画の推進イメージ】

　昔
むかし

→男性優位
�いまは・・・・？�

　
　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
、
聞
き
な

れ
な
い
な
あ
と
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

古
く
か
ら
日
本
で
は
、
社
会
の
し
く
み
や

制
度
が
男
性
優
位
で
あ
っ
た
り
、
人
々
の
意

識
の
な
か
に
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
っ
た
固
定
概
念
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

家
庭
生
活
や
職
場
、
地
域
の
場
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
周
り
で
は
ど
う
で
す
か
？

　
　

　

戦
後
の
改
革
で
女
性
の
参
政
権
が
実
現
す

る
と
と
も
に
、
昭
和
21
年
に
制
定
さ
れ
た
日

本
国
憲
法
に
お
い
て
、
家
族
、
教
育
な
ど
に

つ
い
て
、男
女
の
平
等
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
女
性
の
法
制
上
の
問
題
は

抜
本
的
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
施
行
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
で
は
、「
男
女
が
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
分
の
意
思
で
あ

ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
し
、
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
お
よ
び
文
化
的
利
益
を
均
等
に
享

き
ょ
う
じ
ゅ受

で
き
る
社
会
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」

と
い
う
趣し

ゅ
し旨

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
職
場
、
家
庭
、
地
域
活
動
な
ど
、

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
が
対
等
で
あ

り
、
自
分
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
、
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
と
い
っ
た
こ
と

に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
と
も
に
夢
や
希
望

を
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

◆�

住
民
意
識
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　

結
果
な
ど
を
反
映

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
17
年
に
第
1
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
、
平
成
22
年
に
第
2
次
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

5
つ
の

基
本
目
標

1  男女共同参画社会の形成のための意識づくり

2  男女がともに参
画できるまちづ
くり

4  一人ひとりが自
立できる福祉の
まちづくり

3  多様な働き方が
選択できる環境
づくり
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企画課企画調整係（内線 2227）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律(

Ｄ
Ｖ
防
止
法)

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

■ 問い合わせ：企画課企画調整係　担当：伊
い と う

藤（内線 2227）

2  男女がともに参画できる　
まちづくり

　行政や企業などの方針決定の
場や、地域活動、家庭など、社
会のあらゆる分野において男女
が共同参画していくことを促し
ます。

1   男女共同参画社会の形成の　
ための意識づくり

　人権尊重の視点から、啓発活
動や学習機会を充実し、住民の
男女共同参画意識を高めます。
また、誰もが気軽に相談できる
体制を整えるよう努めます。

4�一人ひとりが自立できる　
福祉のまちづくり

　保健や福祉のサービス充実な
どにより、生涯を通じて健康で、
安心して生活できる環境づくり、
また様々な環境に置かれている
立場の人が自立して暮らすため
の事業を展開します。

5男女間における暴力の　　
　�防止と被害者の支援

　配偶者などへの暴力根絶に向
けた社会意識や環境づくりを進
めると共に、被害者に対する相
談体制の充実を図ります。また
セクシャル・ハラスメントなど
を防止するため、啓発活動や情
報提供を図ります。

3多様な働き方が選択できる��
����環境づくり

　就労の場において、男女が共
に力を発揮し、共に働けるよう
な環境づくりとワーク・ライフ・
バランス※を推進します。
※仕事と生活の調和

　御　　嵩　　町

男女共同参画基本計画
（第 3 次）

配偶者からの暴力防止及び被害
者の保護等に関する基本計画

（第 3 次）

第 3 次男女共同計画基本計画

配偶者からの暴力防止及び被害
者の保護のための施策に関する
基本的な政策

◆本プランの位置づけ
　男女共同参画社会基本法第 9 条及び第 14 条第 3 項に基づき、御嵩町における男女共同参画社会の実現を
目的としています。また、御嵩町第四次総合計画後期基本計画の基本構想を実現するための分野別計画に位置
付けられており、「御嵩町子ども・子育て支援事業計画」など町の関連計画とも連携し推進していきます。

　

第 

3 

次 

男 

女 

共 

同 

参 

画 

プ 

ラ 

ン

◆基本理念
　『自分らしさを実現できる町　みたけ』を基本理念に掲げ、それを実現するための基本目標と施策の方向性

が示されています。

第四次総合計画後期基本計画

御嵩町人権教育・啓発
に関する基本計画

御嵩町子ども・子育て
支援事業計画

御嵩町健康増進計画・
食育推進計画

21 世紀御嵩町教育・
夢プラン

その他の計画

御嵩町地域防災計画

御嵩町地域福祉計画

国

岐　阜　県

御嵩町障がい者福祉計
画

3 ほっと みたけ　2015. 5



　納期限が過ぎて未納になっている町税などがありましたら、お近く
の金融機関や役場で早めに納めてください。また、納付忘れを防ぐた
めに、口座振替を利用しましょう！

�

◆
町
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
町
税

　

町
税
は
、所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
町
の
重
要

な
自
主
財
源
と
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

福
祉
や
教
育
な
ど
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
・

事
業
の
推
進
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
町
税
が
十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
場

合
、
町
の
財
政
経
営
に
影
響
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
町
税
は
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�

◆
町
税
の
収
納
状
況

　

平
成
25
年
度
課
税
分
の
町
税
全
体
の
収
納

率
は
、
98
・
9
％
で
す
。
前
年
度
対
比
で
0.1

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

大
多
数
の
人
は
、
納
期
内
に
き
ち
ん
と
納

税
し
て
い
ま
す
。

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と
…

　

町
で
は
、町
税
を
滞
納
し
た
人
に
対
し
て
、

催さ
い
こ
く
し
ょ

告
書
の
送
付
な
ど
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明
し

て
い
ま
す
。

◎ 

再さ
い
さ
ん三
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
め
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
に
は
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
人

と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
貴
重

な
町
税
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
財

産
調
査
を
し
て
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保

険
な
ど
の
差
し
押
さ
え
や
、
場
合
に
よ
っ
て

は
捜そ

う
さ
く索
と
い
っ
た
滞
納
処
分
を
お
こ
な
い
ま

す
。

※ 

現
在
、
町
県
民
税
に
お
い
て
は
岐
阜
県
と

協
力
す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
な
滞
納
処

分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

 　

平
成
26
年
度
の
差
し
押
さ
え
の
実
施
件

数
は
、
１
１
４
件
で
す
。

ゆるしません、滞納！！
５月は、町税などの“収納強化月間”です

町税は
必ず納期限までに
納めましょう！

税務課町税収納係（内線 2156）

�

◆
町
税
は
自
主
納
付
が
原
則

　

町
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
納
期
限

ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
こ
れ
を
「
自
主
納
税
制
度
」
と
い
い
、

納
税
の
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

◆
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
滞
納
と
な

り
ま
す
。

◎
督と

く
そ
く促

手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
町
税
を
完
納
し
な
か
っ
た

人
に
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
。
そ
の
際
、
督
促
手
数
料
と
し

て
１
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎
延え

ん
た
い滞

金き
ん

が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め

る
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
金
（
遅

れ
た
た
め
の
利
息
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
発
生
し
、
結

果
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
金
額
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
早

め
の
納
税
が
納
税
者
ご
自
身
の
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

【
延
滞
金
の
算
定
】

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
を
年
2.8
％
、
前
記
の
翌
日
か
ら
納
付

の
日
ま
で
を
年
9.1
％
で
計
算
し
た
合
計
額
に

な
り
ま
す
（
平
成
27
年
中
の
場
合
）。
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�

◆�

「
口
座
振
替
」「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」
は

と
て
も
便
利
！

　

町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
確
実
に
納
付

す
る
た
め
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付

の
手
間
も
省は

ぶ

け
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

◎
口
座
振
替
の
手
続
き
は
…

　

役
場
ま
た
は
町
の
公
金
を
取
扱
う
金
融
機

関
な
ど
に
置
い
て
あ
る「
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
ま
た
は

金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
県
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
納
税
通
知
書
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
添そ

え
て
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。

※ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
振
替
を
希
望
す
る

税務課町税収納係（内線 2156）

場
合
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
役
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）。

◎
口
座
振
替
依
頼
後
は
…

　

納
期
限
の
日
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
し

ま
す
。
前
日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
ま
す

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
町
営
住
宅
家
賃
、
上
下

水
道
料
金
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
役
場
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

町県民税 ※ 固定資産税 軽自動車税

全・1 期分 平成 27 年  6 月 30 日 平成 27 年   4 月 30 日 平成 27 年 6 月 1 日

2 期分 平成 27 年  8 月 31 日 平成 27 年   7 月 31 日

3 期分 平成 27 年 11 月  2 日 平成 27 年 12 月 25 日

4 期分 平成 28 年   2 月  1 日 平成 28 年   2 月 29 日

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
税
収
納
係　

　

担
当
：
林

は
や
し
・
柴し

ば
た田
（
内
線 

２
１
５
６
）

▲  差し押さえの例：タイヤロックされた自動車

口座振替・コンビニ
納付は

とても便利ですよ！

【平成 27 年度 町税などの納期限】

�

◆
早
め
の
納
税
相
談
を
！

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不
振

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
町

税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
を
お
聞

き
し
た
う
え
で
、
納
税
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

�

◆
弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
相
談

　　

消
費
者
金
融
な
ど
の
高
金
利
ロ
ー
ン
の
返

済
や
、
多
重
債
務
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
納
付
が
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
弁

護
士
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
を
お
こ
な
い
ま

す
。

　

債
務
整
理
や
過
払
金
請
求
な
ど
に
つ
い
て

弁
護
士
に
相
談
が
で
き
ま
す
（
要
予
約
）。

◎
日
程
：
５
月
11
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）

◎
時
間
：
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※ 

相
談
は
無
料
で
す
が
、
相
談
の
結
果
、
弁

護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

は
、
依
頼
料
な
ど
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※町県民税は普通徴収分の納期限。

5 ほっと みたけ　2015. 5



　

節電にチャレンジ
　　　してみよう！

　ご近所や友人など、節電運動が可能な仲良し 3 世帯、または 1 世帯で、夏季の節電にチャレンジしま
せんか？ 7 月～ 9 月分の電気使用量が、応募世帯の合計で前年より減少をめざすチャレンジです。
　環境モデル都市に選定された町として、家庭の取り組みを着実に実施していくことが、温室効果ガスの
削減につながっていきます。ぜひ、ご参加ください。

●募集対象：町内に在住のご近所、友人、親子など電気メーター単位で 3 世帯を
　　　　　　1 グループとします。（1 世帯でのチャレンジも可能）3 世帯での参加に
　　　　　　ついては、連帯感をもって節電に取り組んでいただけると思います。
　　　　　　※町内の世帯であれば、隣接の世帯である必要はありません。
●募  集 数： 先着順で 50 グループ（150 世帯）
●実践内容：「みたけ節電宣言」に示す 7 つの節電を中心に、無理なく家庭でできる節電活動 
●実践報告： 中部電力が発行する「電気ご使用量のお知らせ」に表示されている 7 月～ 9 月分の「前年

同月使用量」 と「当月使用量」について世帯の使用量の増減や取り組み内容などを報告し
ていただきます。

●達成条件： 3 世帯（または 1 世帯）の各月の電力使用量の増減を合算した数値が、
　　　　　　前年より減少していれば達成したものとします。
●達成褒賞：町の発行する「達成証」および記念品（QUO カード 500 円×世帯分）
　　　　　　※未達成者へは「わいわい館の呈茶券」を贈呈します。
●申込方法： 町ホームページまたは役場、出張所にある「節電チャレンジ登録申込書」
　　　　　　に記入（3 世帯の場合は代表者）のうえ、環境モデル都市推進室へ申し込みください。
●申込期限：6 月 30 日（火）

▼ 中部電力が発行する「電気ご使用量のお知らせ」 「みたけ“節電宣言”！」とは…

 　町では、身近に実践すること
ができる節電に関する 7 つの取
り組みを「みたけ“節電宣言”！」
として宣言していただいていま
す。どれでもできる取り組みが
あれば、宣言に参加することが
できます。

【例】①こまめにスイッチオフ！
②待機電力を削減！③エアコン
で節電！④生活スタイルを見直
して節電！　など
※ 詳しくはほっとみたけ 6 月号でお

知らせします。

報告箇所
※比較箇所

■ 申込先／問い合わせ：環境モデル都市推進室
　担当：早

はやかわ

川・橋
はしぐち

口（内線 2232）

　都市の取り組み ⑭ 環境モデル都市推進室（内線 2232）

家計にやさしく、無理なく、楽しく
～節電を達成したグループには、QUO カードをプレゼント！～

「向こう三軒両隣　節電チャレンジ」の
　　　　　参加者を募集しています！（一世帯でも OK!）

夏季
7 月～ 9 月の
電気使用量

ぼ
く
と
一
緒
に

頑
張
ろ
う
！
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環境モデル都市推進室（内線 2232）

　

　町内の企業・事業所が実施する CO ₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　昭和 40 年「本州緑化建設」開業。昭和 58 年「株式会社本州緑化建設」設立。
　岐阜県を中心に、土木、造園、とび土工工事などをおこなっている会社で、
従業員数は 10 人です。
　地域社会への貢献および発展を常に考え、また、みなさまの安全安心を第一
に考え、地域のみなさんに好かれるような会社をめざしています。
　平成16年10月に御嵩町と「環境保全と創造に関する協定」を締結しています。

■廃棄物削減への取り組み
　 　社内に BOX を設け、ミスペーパーをサイズ別に分け社内資料に再使用
　しています。
　　また、集約印刷・両面印刷を徹底し、廃棄物の削減に取り組んでいます。

■節電の取り組み
　　パソコン、周辺機器などの不使用時の電源 OFF や、未使用時の照明の
　消灯を積極的に取り組んでいます。

■環境保全活動への取り組み
　　事務所周辺のゴミ拾いや、工事現場において工事が完了した際には、周辺
　の清掃やゴミ拾いを実施しています。
　　また加盟している組合・協会の３団体に年２回づつ、合計６回の環境
　保全・清掃活動の参加も積極的に取り組んでいます。

　株式会社　本州緑化建設

　町内事業所の環境活動を紹介します

■ 問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早
はやかわ

川（内線 2232）

町内の施設に災害時に電気を確保する設備を整備しました
　東日本大震災の発生を契機に、防災・減災への取り組みを柱とする「災害に強いま

ちづくり」と、再生可能エネルギー（太陽光発電など）を活用した自立・分散型エネ
ルギーの導入などによる「低炭素なまちづくり」が課題となっています。
　町は「環境モデル都市」の取り組みの一環として、再生可能エネルギー等導入推進
基金事業（グリーンニューディール基金制度）を活用し、地震や台風などによる大規
模な災害に備え、下記の避難所や防災拠点などにおいて、災害時等の非常時に必要な
エネルギー（電気など）を確保するために、太陽光発電や蓄電池、燃料電池（エネファー
ム）、薪

まき

ストーブを導入しました。
　今回導入した設備により、避難時に必要な照明、ラジオ、携帯電話の充電など最

● ● ●

低限の電気が使用できるよう
になりました。

太陽光発電（kW） 蓄電池（kWh) 燃料電池 （kW） 体育館用 LED 照明 薪ストーブ
B＆G海洋センター 15 23 0.70 ○ －
向陽中学校 15 23 0.70 ○ －
中公民館 15 23 0.70 － －
御嶽宿わいわい館 （既設 2.96） 15.8 0.70 － ○
御嶽宿さんさん広場 （既設 10） 10 － － －

▲  御嶽宿わいわい館に設置
した薪ストーブ

シリーズ　環境モデル
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総務防災課防災安全係（内線 2206）

　

4
月
5
日
（
日
）、
中
公
民
館
で
「
平
成

27
年
度 

御
嵩
町
消
防
団
入
退
団
式
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
団
さ
れ
た
前
分
団
長
を
は
じ
め
、
多
年

に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
退

団
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
分
団
長
以
下
新

入
団
員
（
災
害
支
援
団
員
を
含
む
）
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

� 

入
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
27
年
4
月
1
日
付
け　

30
名
）

【
第
1
分
団
】　

　

分
団
長　

日ひ

び

の
比
野
学

ま
な
ぶ

　

団　

員　

加か
と
う藤

洋ひ
ろ
き基

／
田た

な
か中

克か
つ
ま磨

／

　
　
　
　
　

佐さ

が賀
文ふ

み
や哉

　

災
害
支
援
団
員　
　

大だ
い
と
う東

岳た
け
し司

【
第
2
分
団
】

　

分
団
長　

平ひ
ら
た田

祐ゆ
う
じ二

　

団　

員　

田た
な
か中

誠せ
い
や也

／
渡わ

た
な
べ邉

純じ
ゅ
ん
き基

　
　
　
　
　

遠え
ん
ど
う藤　

洋
ひ
ろ
し

【
第
3
分
団
】

　

分
団
長　

澤さ
わ
だ田

博ひ
ろ
の
り紀

　

団　

員　

市い
ち
は
ら原
玄は

る
た
か崇
／
山や

ま
だ田
雅ま

さ
ひ
ろ大

　
　
　
　
　

岩い
わ
つ津
昌ま

さ
ゆ
き之

　

災
害
支
援
団
員　
　

伊い

さ

じ
佐
治
和か

ず
ひ
ろ弘

【
第
4
分
団
】

　

分
団
長　

鍵か
ぎ
や谷　

正
た
だ
し

　

団　

員　

金か
ね
こ子

佳よ
し
ふ
み史

／
安あ

ん
ど
う藤　

正
た
だ
し

　
　
　
　
　

渡わ
た
な
べ辺

彰あ
き
ひ
さ久

／
長は

せ
が
わ

谷
川　

聡
さ
と
し

　
　
　
　
　

三み

の野
智と

も
き樹

【
女
性
消
防
団
員
】

　

団　

員　

亀か
め
や
ま山
祐ゆ

り里
／
村む

ら
た田
さ
な
江え

　
　
　
　
　

 

掛か
け
ふ布
登と

し

え

志
恵
／
柴し

ば
た田
さ
や
か

柴し
ば
た田
香か

す
み純
／
金か

ね
こ子
奈な

つ都

　
　
　
　
　

神か
み
や矢

麻ま

い衣
／
伊い

さ

じ
佐
治
文ふ

み
の野

　
　
　
　
　

山や
ま
だ田

み
ち
る
／
大お

お
ば葉

浩ひ
ろ
こ子

◇
災
害
支
援
団
員
制
度
と
は
…

　

近
年
の
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況

の
な
か
、
就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
昼
間

の
火
災
な
ど
に
出
動
で
き
る
団
員
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
消
防
団
員
経
験
（
5
年
以
上
）

が
あ
り
、一
日
を
通
し
て
出
動
可
能
な
人
に
、

緊
急
時
の
み
出
動
し
て
い
た
だ
く
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
全
体
で
20
名
の
み
な
さ
ん

に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

　
　
　
　
　
　

拡
か
く
ち
ょ
う張
整せ
い
び備
し
ま
し
た

　

消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
主
に
消
防
団
の
訓

練
会
場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
操そ

う
ほ
う法

コ
ー
ス
が
2
本
で
あ
っ
た
た
め
、
操
法
大
会

に
向
け
て
の
訓
練
期
間
中
に
は
、
御
嵩
町
消

防
団
第
1
分
団
（
上
之
郷
地
区
）
は
上
之
郷

小
学
校
、
第
4
分
団
（
伏
見
地
区
）
は
伏
見

小
学
校
で
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
何
年
来
の
消
防
団
員
か
ら
の
強
い

要
望
を
受
け
、
4
つ
の
分
団
の
操
法
訓
練
場

所
を
1
か
所
に
集
中
す
る
た
め
、
操
法
訓
練

コ
ー
ス
を
4
本
取
れ
る
よ
う
消
防
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
拡
張
整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
に
向
け
た
訓
練
が
で
き
る

よ
う
、
中
央
の
2
コ
ー
ス
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗ほ
そ
う装

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
第
49
回

可
児
郡
消
防
操
法
大
会
で
は
、
岐
阜
県
消
防

操
法
大
会
へ
の
出
場
権
を
か
け
た
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

� 

退
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
27
年
3
月
31
日
付
け　

20
名
）

【
第
1
分
団
】　

　

分
団
長 　

  

大だ
い
と
う東

岳た
け
し司

　

部　

長　
　

藤ふ
じ
た田

英ひ
で
は
る治

　

団　

員　
　

纐こ
う
け
つ纈

智と
も
ゆ
き之

／
船ふ

な
さ
か坂　

修
お
さ
む

　

災
害
支
援
団
員　
　

山や
ま
だ田　

元
は
じ
め

【
第
2
分
団
】

　

分
団
長　
　

可か

に児
保や

す
ゆ
き幸

　

部　

長　
　

大お
お
た
け竹

琢た
く
ま磨

／
榊

さ
か
き
ば
ら原

増ま
す
ひ
こ彦

　

団　

員　
　

加か
と
う藤　

淳
じ
ゅ
ん

【
第
3
分
団
】

　

分
団
長　
　

伊い

さ

じ
佐
治
和か

ず
ひ
ろ弘

　

部　

長　
　

長な
が
ぬ
ま沼　

諭
さ
と
し
／
松ま

つ
や
ま山
大だ

い
す
け輔

　

団　

員　
　

伊い
と
う藤
圭け

い
た汰

災
害
支
援
団
員　
　

日ひ

び

の
比
野
憲け

ん
す
け輔

【
第
4
分
団
】

　

分
団
長　
　

前ま
え
だ田

和か
ず
た
か孝

　

部　

長　
　

小こ
じ
ま島

敏と
し
ゆ
き行

／
佐さ

と
う藤

直な
お
き樹

　

団　

員　
　

水み
ず
の野　

保
た
も
つ

／
宮み

や
ざ
き崎

将ま
さ
き樹

　
　
　
　
　
　

波は

た

の
多
野
竜た

つ
ひ
ろ寛

※ 

階
級
は
、
在
団
中
の
上
位
階
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲  長
な が せ

瀬消防団長に入団宣誓する御嵩町消防団第 1

分団長の日
ひ び の

比野学
まなぶ

さん（右）

～ 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
力 

消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う 

～

平
成
27
年
度

消
防
団
入
退
団
式　
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町
制
60
周
年
と
同
様
に
御
嵩
町
消
防
団
も

60
周
年
と
記
念
の
年
で
す
。
大
会
に
合
わ
せ

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
な
ど
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇�

消
防
操そ
う
ほ
う法

大
会

　
　
　
　

の
お
知
ら
せ�

◇

　

消
防
団
員
が
消
防
車
か
ら
火
点
へ
、

い
か
に
早
く
か
つ
正
確
に
放
水
を
お

こ
な
う
か
を
4
地
区
の
分
団
が
競
い
ま

す
。

　

●
日
時
：
6
月
14
日
（
日
）

　
　

※
雨
天
決
行

　
　

午
前
9
時
30
分
開
始
予
定

　

●
場
所
：
南
山
消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
女
性
消
防
団
員
誕
生

　

現
在
、全
国
で
約
２
万
人
以
上
の
女
性
が
、

女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
を
活
か
し
、
女
性

消
防
団
員
と
し
て
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

御
嵩
町
消
防
団
に
お
い
て
も
今
年
４
月
、

10
名
の
女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

団
員
は
、「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防

の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま

す
」
な
ど
と
宣
誓
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
、
火
災
予
防
啓
発
な
ど
の
活
動
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

　

担
当
：
福ふ

く
い井

（
内
線 

２
２
０
6
）

総務防災課防災安全係（内線 2206）・行政管財係（内線 2209）

　御嵩町長選挙、御嵩町議会議員選挙の
立候補予定者説明会を開催します　

　任期満了に伴う御嵩町長選挙と御嵩町議会議員選挙を 7 月 5 日（日）におこなう予定です。
　これに先立ち、これらの選挙の立候補予定者説明会を次のとおりおこないますので、立候補を予定され
ている関係者は、ご出席ください。

　なお、届出受付事務を円
えんかつ

滑におこなうため、立候補届出書類などの事前審査
を次のとおり実施する予定です。
　　◎御嵩町長選挙　　　　　6 月 17 日（水）
　　◎御嵩町議会議員選挙　　6 月 19 日（金）

■問い合わせ：選挙管理委員会事務局（総務防災課行政管財係内）担当：伊
い さ じ

佐治（内線 2209)

【 御嵩町長選挙 立候補予定者説明会 】

　●日時：6 月 8 日（月）
　　　　　午後 1 時 30 分～
　● 場所：御嵩町役場北庁舎 3 階 大会議室

【 御嵩町議会議員選挙 立候補予定者説明会 】

　●日時：6 月 10 日（水）
　　　　　午後 1 時 30 分～
　● 場所：御嵩町役場北庁舎 3 階 大会議室

▲ 整備された消防グラウンド
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住民環境課ふれあい住民係（内線 2102）

平成 27 年度の�自治会長さん�です

　平成 27 年度の御嵩町自治会長連絡協議会正・副会長および、各地区自治会の正・副会長が次のみなさん
に決まりました。（敬称略）

◆御嵩町自治会長連絡協議会　会　長　　田
た な か

中 一
かずなり

成（元   町）
　　　　　　　　　　　　　　副会長　　小

お ぐ り

栗 　 隆
たかし

（北屋敷）

上 之 郷 地 区 御 嵩 地 区 中 地 区 伏 見 地 区

自治会名 氏 名 自治会名 氏 名 自治会名 氏 名 自治会名 氏 名

井 尻 渡 辺 広 行 送 木 坪 井 誠 治 西 之 門 村 瀬 洋 幸 里 吉 田 克 幸

北 切 平 井 清 彦 長 岡 田 中 宣 行 十日市場 纐 纈　 実 洞 鈴 木　 努

川 南 丹 羽 一 仁 城 町 安 藤 勝 則 南 町 若 尾 正 康 青 木 ◎ 原 口 静 男

平 佐 賀 博 幸 南山台東 大日向岳三 西 屋 敷 五十川一久 稲 荷 台 池 下　 望

宿 ○ 竹 腰 幸 人 栢 森 中 島　 修 春 日 町 大 澤 政 之 高 倉 山 田 忠 夫

美 佐 野 桑 下 利 秋 板 良 町 井 戸 秀 司 北 屋 敷 ◎ 小 栗　 隆 高倉団地 渡 邊 忠 司

次 月 佐 藤 直 也 上 町 加 藤 徳 夫 愚 渓 町 儀 武 美 徳 高 倉 台 植　 幹 根

津 橋 可 児 政 司 中 本 町 小 栗 廣 正 大 庭 岩 﨑 勇 三 共 和 台 野 村 憲 夫

前 沢 山本惠美雄 若 松 町 山 川 俊 明 大 庭 台 齋 藤　 登 山 田 水 野 宏 治

謡 坂 各 務 祐 三 愛 宕 町 小 栗 春 彦 長 瀬 ○ 伊左治孝通 東 町 藤 森 光 洋

小 原 鍵 山 富 夫 元 町 ◎ 田 中 一 成 新 木 野 伊左治正夫 中 町 加 納 範 茂

西 洞 小 倉 富 男 若宮町 1 田 中 博 年 顔 戸 北 山 田 良 二 西 本 町 鍵 谷 昌 孝

谷 ◎ 可 児 正 洋 若宮町２ 井 上 二 郎 顔 戸 南 生 駒 好 文 西 町 秋 松 秀 治

綱 木 山 口 章 二 赤 坂 加 藤 秀 子 古 屋 敷 小 澤 陽 三 旭 町 ○ 金 子 正 樹

大 久 後 小 栗　 清 昭 和 町 小 島 仁 平 尼 ヶ 池 永 瀬 和 信 伏 見 台 川 村　 勲

小 和 沢 松 本 壽 男 木 の 下 大 竹 常 廣 西 田 倉橋眞美子 野 崎 永 田 和 典

南山台西 ○ 佐 野 賢 二 南 山 野 口 勝 也 新 町 日比野克昭

向 陽 台 大 塚　 勇 本 郷 渡 邊　 守

16自治会 18 自治会 17 自治会 18自治会

よろしくお願いします

� 各地区自治会長　　◎ … 地区会長　　○ … 地区副会長

■問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：永
な が せ

瀬（内線 2102）
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御嵩町教育センター（67-7380）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

① 

～

教
育
の
窓
か
ら

　
　

適て
き
お
う応

支し
え
ん援

教
室
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」　　
　

　
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」
は
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
や
休
み
が
ち
な
子
の
た

め
に
、
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る
適
応

支
援
教
室
で
す
。
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
心
の
居
場
所
」
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
立
っ
て
、
悩
み
や
喜

び
を
分
か
ち
合
え
る
支
援
活
動
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
制
作
・
創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然

体
験
活
動
、
調
理
活
動
、
教
科
の
学
習
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ

た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
分
に
蓄

た
く
わ
え
て
、
再

び
、
学
校
や
社
会
で
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ア
シ
ス
教
室
へ
の
通
級
は
、
在
籍
校
へ

の
出
席
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

入
級
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
ま
た
は
オ
ア
シ
ス
教
室
、
御
嵩
町
教
育

セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

学
校
教
育
編　
　

～
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
～

～
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
～

★
支
援
活
動

● 

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

通
級
申
込
方
法
：
学
校
ま
た
は
オ
ア

シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
・
来
所
相
談

● 

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室 

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

相
談
員
：
オ
ア
シ
ス
教
室
室
長
、
主

任
（
教
育
相
談
員
）

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【
予
約
制
】

● 

日
時
：
毎
週
火
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室 

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

臨
床
心
理
士
：
御
嵩
町
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー　

高た
か
い井

沙さ
お
り織

　

※ 
予
約
が
必
要
で
す
。
学
校
ま
た
は

オ
ア
シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
、
子
育
て
や

発
達
に
関
わ
る
相
談
、
い
じ
め
に
関
わ
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

オ
ア
シ
ス
教
室
に
お
け
る
支
援
・
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド募

集
！！　

　

オ
ア
シ
ス
教
室
で
は
、職
員
と
一
緒
に
、

教
室
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
、
調
理
活
動
、

創
作
活
動
な
ど
を
し
て
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

勤
務
先
：
オ
ア
シ
ス
教
室

（
中
公
民
館 

1
階
）

● 

勤
務
内
容
：
児
童
・
生
徒
へ
の
適
応
支

援
●
勤
務
条
件
：

　

◎ 

勤
務
日
：
月
曜
～
金
曜
日
の
う
ち
、

可
能
な
曜
日

　

◎
勤
務
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　

※ 

勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎
年
齢
：
19
歳
～
30
歳

　

◎ 

資
格
：
特
に
必
要
な
し
。
健
康
で
明

朗
な
人
。

　

◎
時
給
：
８
０
０
円

　

◎
保
険
：
職
員
災
害
補
償
制
度
に
加
入

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
教
育

セ
ン
タ
ー（
オ
ア
シ
ス
教
室
）　

担
当
：

梅う
め
だ田
（
☎ 

６
７-

７
３
８
０
）

■ 相談および問い合わせ先■ 
★教育いじめ相談（教育委員会内）
　☎ 67-2111（内線 2262）
★御嵩町教育センター（教育委員会内）
　☎ 67-2111（内線 2264）
Ｅメール：gakkou@town.mitake.lg.jp
時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
★オアシス教室相談室（中公民館）
　☎ 67-7380( 直通 )
時間：午前 9 時～午後 5 時
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企画課人事情報係（内線 2223）

ち
づ
く
り
課
主
査
）

【
福
祉
課
伏
見
保
育
園
長
】
近こ

ん
ど
う藤
め
ぐ
み
（
伏

見
保
育
園
主
任
主
査
）

【
建
設
課
土
木
係
長
】
伊い

の
う納

和か
ず
あ
き昭

（
建
設
課

主
任
主
査
）

【
農
林
課
農
業
振
興
係
長
】
渡わ

た
な
べ辺

一か
ず
な
お直

（
議

会
事
務
局
庶
務
係
長
）

【
農
林
課
森
づ
く
り
係
長
】
奥お

く
む
ら村
光み

つ
よ
し良
（
建

設
課
土
木
係
長
）

【
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
】
可か

に児
剛た

け
ひ
こ彦

（
学
校
教
育
課
主
査
）

【
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
】
金か

ね
こ子

文ふ
み
ひ
と仁

（
企

画
課
秘
書
広
報
係
長
）

◇
退
職
者
（
8
名
）

（
平
成
27
年
3
月
31
日
付
け
）

　

田た
な
か中
康や

す
ふ
み文
（
民
生
部
長
）　

再
任
用

　

奥お
く
む
ら村
悟さ

と
る（
建
設
部
長
）

　

田た
な
か中
宣の

ぶ
ゆ
き行
（
生
涯
学
習
課
長
）

　

鍵か
ぎ
や谷
秀ひ

で
ゆ
き行
（
会
計
係
長
）

　

井い
と
う藤

直な
お
み美（

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

中な
か
む
ら村

美み

ち

こ
智
子
（
伏
見
保
育
園
長
）
再
任
用

　

可か

に児
政ま

さ
し司
（
農
林
課
森
づ
く
り
係
長
）

　

鍵か
ぎ
や
ま山
正ま

さ
ゆ
き之
（
学
校
教
育
課
給
食

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
）

◆
【
係
長
級
再
任
用
】（
1
名
）

【
御
嵩
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
派
遣
）】

　

田た
な
か中

康や
す
ふ
み文

（
民
生
部
長
）

　

4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
係

長
職
以
上
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
前
担
当
職

◆
部
長
級
（
2
名
）　

【
民
生
部
長
】

　

山や
ま
だ田

徹と
お
る（

総
務
防
災
課
長
）

【
建
設
部
長
】

　

伊い

さ

じ
左
次
一い

ち
ろ
う郎

（
建
設
課
長
）

◆
課
長
級
（
7
名
）

【
総
務
防
災
課
長
】
亀か

め
い井

孝た
か
と
し年

（
上
下
水
道

課
長
）

【
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室
長
兼
ま
ち
づ
く

り
課
長
】
可か

に児
英え

い
じ治
（
環
境
モ
デ
ル
都
市

推
進
室
副
室
長
）

【
建
設
課
長
】
筒つ

つ
い井

幹み
き
つ
ぐ次

（
亜
炭
鉱
廃
坑
対

策
室
副
室
長
）

【
上
下
水
道
課
長
】
須す

だ田
和か

ず
お男
（
環
境
モ
デ

ル
都
市
推
進
室
長
兼
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

【
生
涯
学
習
課
長
】
若わ

か
お尾
宗む

ね
ひ
さ久
（
保
険
長
寿

課
高
齢
福
祉
係
長
）

【
学
校
教
育
課
主
幹
】
森も

り

直な
お
き樹
（
岐
阜
県
教

育
委
員
会
）

※
岐
阜
県
教
育
委
員
会
へ
復
帰　
　
　
　

　

鈴す
ず
き木

利と
し
ゆ
き幸

（
学
校
教
育
課
主
幹
）

◆
課
長
補
佐
級
（
1
名
）

【
保
険
長
寿
課
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係
長
】

中な
か
む
ら村
治は

る
ひ
こ彦
（
保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係
長
）

◆
係
長
級
（
15
名
） 

 
【
企
画
課
秘
書
広
報
係
長
】
山や

ま
だ田

敏と
し
ひ
ろ寛

（
総

務
防
災
課
行
政
管
財
係
長
）

【
企
画
課
人
事
情
報
係
長
】
丸ま

る
や
ま山

浩ひ
ろ
ふ
み史

（
福

祉
課
社
会
福
祉
係
長
）

【
総
務
防
災
課
行
政
管
財
係
長
】
加か

藤と
う

貴た
か
ひ
さ久

（
保
険
長
寿
課
主
査
）

【
亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
室
副
室
長
】
井い

ざ
わ澤
明あ

き
よ
し好

（
農
林
課
農
業
振
興
係
長
）

【
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室
副
室
長
】
早は

や
か
わ川

均ひ
と
し（

企
画
課
企
画
調
整
係
長
）

【
会
計
課
会
計
係
長
】
長は

せ
が
わ

谷
川
重し

げ
ゆ
き行

（
福
祉

課
児
童
福
祉
係
長
）

【
保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係
長
】安や

す
い井
仁ひ

と
し（
上

下
水
道
課
主
任
主
査
）

【
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
】
小お

倉ぐ
ら

芳よ
し
ゆ
き幸
（
御

嵩
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

【
福
祉
課
児
童
福
祉
係
長
】
小お

ぐ
ら倉

辰た
つ
の
ぶ信

（
ま

町
職
員
人
事
異
動

◇
新
規
採
用
職
員
（
8
名
）

　　

高
校
卒
業
後
、
県
外
へ
と
離
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
故
郷
の
御
嵩
町
で
働
け

る
こ
と
に
大
変
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

御
嵩
町
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
住
み
よ
い

町
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
両
親
の
転
勤
で
住
ま
い
を

転
々
と
し
た
た
め
、
故ふ

る
さ
と郷

と
呼
べ
る
地
が
な

い
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

御
嵩
に
住
み
始
め
た
の
は
こ
の
春
か
ら
で

す
が
、
御
嵩
町
を
自
分
の
「
故
郷
」
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
、
御
嵩
町
の
み
な
さ

ま
の
た
め
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆総務防災課
　行政管財係

梅
う め む ら

村 彩
あ や か

華

◆企画課
　人事情報係

福
ふくおか

岡 由
ゆ き

記
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企画課人事情報係（内線 2223）

　

私
は
、
３
年
間
民
間
企
業
に
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
精
一

杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
御
嵩
町
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
勉
強
中
の
毎
日
で
す
が
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

出
身
は
多
治
見
市
姫
町
で
前
職
の
勤
務
地

は
可
児
市
と
生
活
圏
が
御
嵩
町
に
近
く
、
御

嵩
町
の
方
と
接
す
る
機
会
も
多
く
あ
り
、
私

に
と
っ
て
御
嵩
町
は
縁

ゆ
か
りの
多
い
土
地
で
し
た
。

　

今
後
は
役
場
職
員
と
し
て
住
民
の
み
な
さ

ま
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事
情
報
係

　

担
当
：
丸ま

る
や
ま山
（
内
線 
２
２
２
3
）

◆生涯学習課
　スポーツ振興係

市
い ち は ら

原 玄
は る た か

崇

　

4
月
か
ら
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、向
陽
中
学
校
で
6
年
間
、

数
学
を
教
え
、
休
日
は
部
活
動
に
励は

げ

ん
で
い

ま
し
た
。
教
育
現
場
を
離
れ
て
の
行
政
の
仕

事
に
対
し
て
多
く
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

あ
た
た
か
な
職
員
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
務
め
て
い
ま
す
。

　

主
幹
の
仕
事
は
、
町
内
６
校
の
小
中
学
校

の
教
育
活
動
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
学
校

で
生
活
を
す
る
児
童
・
生
徒
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
先

生
方
が
日
々
の
教
育
に
力
を
発
揮
す
る
手
助

け
が
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
観
戦
ば
か
り
で
す
。
今
年

度
は
体
を
鍛き

た

え
、
動
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
走
る
？（
歩
く
）

こ
と
か
ら
が
ん
ば
っ
て
み
ま
す
。

　

学
校
教
員
と
い
う
立
場
か
ら
御
嵩
町
役
場

の
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
自
覚
し
、

御
嵩
町
の
た
め
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆教育委員会
　学校教育課主幹
　（指導主事）

森
もり

　 直
な お き

樹

✿ 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ�

✿

　

私
は
、
御
嵩
町
と
同
じ
、
中
山
道
が
通
っ
て

い
る
垂
井
町
か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
共
通
点
か
ら
、
初
め
て
来
た
と
き
か

ら
御
嵩
町
が
好
き
で
す
。
そ
し
て
、
御
嵩
町
で

働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

粉ふ
ん
こ
つ骨

砕さ
い
し
ん身

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
税
務
課
に
ご
用
件
が

な
く
て
も
、
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！

　

私
は
、
実
家
が
御
嵩
町
の
す
ぐ
隣
の
可
児

市
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
御
嵩
町
に

は
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
学
生
時

代
に
は
、
毎
週
町
内
の
施
設
を
お
借
り
し
て

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
お
世
話
に
な
っ
た
御
嵩
町
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
為
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
建
設
課
に
配
属
さ
れ
、
主
に
公
園
管

理
や
災
害
時
の
道
路
復
旧
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
み
な
さ
ま
が
過
ご
し
や
す
い
、
安
全
で

快
適
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に

溢あ
ふ

れ
る
御
嵩
町
に
心

こ
こ
ろ

惹ひ

か
れ
、
町
の
職
員
と

し
て
働
く
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態

で
す
が
、
1
日
も
早
く
町
民
の
み
な
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
仕
事
に
励は

げ

み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆農林課
　農業振興係

渡
わ た な べ

邉 純
じ ゅ ん き

基

◆上下水道課
　下水道整備係

遠
え ん ど う

藤 　 洋
ひろし

◆建設課
　土木係

小
お が わ

川 雄
ゆ う だ い

大

◆上下水道課
　水道庶務係

三
み の

野 智
と も き

樹

◆税務課
　町税収納係

岩
い わ つ

津 昌
ま さ ゆ き

之

13 ほっと みたけ　2015. 5



と思います。
　新しく策定された第３次男女共同参画プランの中
にも、「ひとり親家庭の自立支援の充実」とした具
体的な取り組みが記されています。今後この取り組
みが充実されることを望むとともに、行政だけでな
く、住民一人ひとりや地域が協

きょうどう

働して、男女共同参
画の推進や住みよいまちづくりを進めていくことが
大切だと思っています。　
男女共同参画懇話会　井

い は ら

原　雅
まさかど

門（新町）
■ 問い合わせ：企画課企画調整係
　担当：伊

い と う

藤（内線 2227）

自分らしさを
実現できる町

　近頃起こった川崎市の中学生の事件では、ひとり
親家庭の置かれた厳しい境遇について改めて考えさ
せられました。
　誰しも何らかの問題を抱えて生活をしています
が、特にひとり親家庭では、子育てと生計の担い手
という二重の役割を一人で担

にな

うといった状況を抱え
ており、仕事と子育ての両立の難しさ、非正規雇用
の増加、男女の賃金格差など社会が抱える課題の影
響を顕

けんちょ

著に受けているのではないかと思います。
　社会の宝、財産である子どもを、地域・社会で見
守り、育んでいくことがより求められていく時代に
あって、ひとり親家庭への支援は、特に重要である

御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

ひとり親家庭への支援

みたけ

　庁舎整備検討委員会の委員を募集します
　現在の役場本庁舎は、建設後 36 年が経過しており、庁舎の老朽化が進んでいます。
　町では、平成 25 年 2 月に耐震診断をおこなった結果、南海トラフ大地震が発生した場合、御嵩町で予測され
る震度 6 弱の地震に耐えられない構造であることが判明しています。
　したがって、今後の庁舎整備の方針などについて検討するための庁舎整備検討委員会の委員を募集します。

■募集人数：2 名程度
■募集の要件：御嵩町に在住し、満 20 歳以上で庁舎の整備に関心のある人
■内容：庁舎整備の耐震化または建て替えの整備方針などについての検討会議
　（4 ～ 5 回、平日夜間開催予定）
■任期：7 月中旬～ 11 月（整備方針の検討完了まで）
■報酬：１回の会議の参加につき、3,600 円程度
■申込期限：6 月 15 日（月）
■申込方法：持参、郵送、E メール
■申込みに必要な項目：住所、氏名、生年月日、職業、電話番号、応募理由 800 字以内
　※様式は自由ですが御嵩町ホームページからダウンロードできます。
■申込み先：総務防災課行政管財係　〒 505-0192 御嵩町御嵩 1239 番地 1
　　　　　Ｅメール soumu@town.mitake.lg.jp

■ 問い合わせ：総務防災課行政管財係 担当 加
か と う

藤 ( 内線 :2208)

総務防災課行政管財係（内線 2208）・企画課企画調整係（内線 2227）

建て替え

耐震補強
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

　町では、高齢者のみなさんに在宅で安心して生活していただくた
めに、さまざまなサービスを実施しています。そのサービスについて、

5 月号と 6 月号の 2 回に分けて紹介します。1 回目の今回は、介護保険の認定
を受けていない、もしくは介護保険の認定の有無に関わらず利用することがで
きるサービスを紹介します。介護保険の認定を受けた人を対象とするサービス
は、6 月号に掲載予定です。
　日常生活のなかで困っていることはありませんか？気軽にご相談ください。

高齢者などの在宅福祉サービス
メニューのご紹介　（その 1）

①�

高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

◎ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅
へ

お
届
け
し
ま
す

● 

内
容
：
町
と
契

約
し
た
業
者
が

栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事

を
自
宅
へ
配
達

す
る
も
の
で
す
。
訪
問
の
際
に
は
、
安
否

確
認
を
し
た
り
、
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な

い
と
き
は
関
係
機
関
へ
の
連
絡
も
お
こ
な

い
ま
す
。
昼
食
・
夕
食
な
ど
必
要
に
応
じ

て
、
直
接
、
業
者
に
注
文
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ま
す
。

● 
対
象
：
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
は
身
体
障
が

い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が
疾し

っ
ぺ
い病

な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
食
事
の
調
理
が
困
難
な
人

● 

費
用
：
昼
食
・
夕
食
、
1
食
に
つ
き

３
０
０
円

②�

高
齢
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

◎ 

一
時
的
に
家
族
が
お
世
話
で
き
な
い
と
き

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

● 

内
容
：
家
族
の
疾
病
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行

な
ど
で
一
時
的
に
養
護
で
き
な
い
と
き
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や
か
長
楽
荘
」

で
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る
も
の
で

す
。
期
間
は
7
日
間
程
度
で
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

● 

費
用
：
1
日
に
つ
き
２
、６
０
０
円

※
健
康
診
断
書
が
必
要
で
す
。

③�

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

◎ 

専
門
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
日
常
生
活

の
支
援
や
援
助
を
し
ま
す

● 

内
容
：
日
常
生
活
を
す
る
う
え
で
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
に
、
専
門
員
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
派

遣
す
る
も
の
で

す
。
家
事
援
助

や
公
共
機
関
な

ど
へ
の
外
出
時

の
つ
き
添
い
、

生
活
必
需
品
の

買
い
物
な
ど
、

基
本
的
に
日
常
生
活
で
必
要
な
支
援
や

援
助
、
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人
で
、
支
援
や
援
助
を

必
要
と
す
る
人

● 

費
用
：
利
用
料
（
30
分
あ
た
り
の
負
担
額
）

　

・ 

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯 

… 

無
料

　

・
そ
れ
以
外 

… 

１
５
０
円

　

※ 

安
否
確
認
の
み
は
無
料
。
た
だ
し
、
10

分
以
内
と
し
ま
す
。

④�

住
宅
等
火
災
警
報
器
助
成
事
業

◎ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

● 

内
容
：
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
自
宅
に

設
置
し
た
場
合
、
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
生
活
保
護
世

帯
ま
た
は
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人

● 

助
成
費
用
：

　

・ 

生
活
保
護
世
帯 

… 

1
万
円
を
限
度
に

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

・ 

町
民
税
非
課
税
世
帯 

… 

購
入
し
た
金

額
と
1
万
円
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な

い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

� 

各
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
や
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
保
険
長
寿
課
高
齢

福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：

　

保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係　

担
当
：

　

刀と

ね根
（
内
線
２
１
７
２
）
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福祉課児童福祉係（内線 2112）

～地域のみんなで見守り育む　子どもの　
　　　　笑い声が聞こえるまちづくり～

子ども・子育て支援事業計画を策定しました！
　この計画は、子ども・子育て支援法に基づく計画であり、国が定める基本指針を踏まえ、「地域のみんなで見
守り育む　子どもの笑い声が聞こえるまちづくり」を基本理念として、平成 27 年度から平成 31 年度までの５
か年の目標数値などを定めたものです。誰もが安心して子どもを産み育てられる地域をつくるために、地域全体
で子どもを見守り育てていけるよう、住民のみなさんと行政の協働により次の施策の展開を目指します。

　■子育て支援事業計画の 4 つの基本目標

2 すべての子育て家庭を支える体制づくり

　子育て家庭を孤立させないことは、地域の子育
て支援の基本といえます。
　すべての親が喜びを感じながら、安心して子育
てができるよう、幼児期における教育・保育の充
実と、多様なニーズに応じた地域子ども・子育て
支援事業などの子育て支援サービスの充実を図り
ます。また、育児不安の軽

けいげん

減、子どもに対する
虐
ぎゃくたい

待の防止に関する施策を推進していきます。さ
らに、町民一人ひとりがより豊かな人生をめざし、
仕事と生活の調和を意識して働き方を見つめ直せ
る気運を高めていきます。
＜施策の方向性＞
◎ 幼児期の教育・保育の充実
◎子育て支援サービスの充実
◎支援を要する子どもへの対応
◎親の仕事と生活の調和
◎ 子どもと家族の人権を守るための支援

1健やかに生み育てるための環境づくり

　 次の世代を担
にな

う子どもたちが健やかに生まれ育
つことは、誰もが抱

いだ

く共通の願いです。
　子どもが心身ともに健やかに生まれ育つよう、
妊娠から出産、乳幼児期に至るまでのきめ細かな
母子保健サービスの提供と小児医療体制の充実に
努めます。また、子どもの発達段階に応じた食に
対する配慮、思春期の子どもへの性教育、こころ
の健康づくりなどに取り組んでいきます。　

＜施策の方向性＞
　◎子どもと親の健康の確保と増進
　◎小児医療等の充実
　◎食育の推進
　◎思春期の保健対策の充実

4�子どもが安全に育ち安心して過ごせる地域づくり

　外で遊ぶ子どもの声は、地域をやさしく包み、
活気づかせます。
　子どもたちが犯罪や事故に巻き込まれないよう、
安心して快適に暮らせる生活環境を、地域住民と
行政の協働により築いていきます。

＜施策の方向性＞
◎子どもの安全確保
◎子育てに配慮した生活環境の
　整備

3 親と子の学びと育ちを応援するまちづくり

　家庭、学校、地域など社会のあらゆる場面で、学
習や遊びを通して人間関係が築かれ、子どもの想
像力や豊かな人間性が育まれます。これからの御
嵩町を担う子どもたちが明るい希望を抱き、自分
の力でたくましく育っていけるよう、家庭と学校、
地域が一体となって子育ち支援をおこない、子ど
もの視点に立ったまちづくりをめざします。
＜施策の方向性＞
　◎子どもの健全育成対策の充実
　◎教育環境の充実
　◎次代の親の育成

※ なお、町ホームページにも掲載しています。
■ 問い合わせ：福祉課児童福祉係　担当：小

お ぐ ら

倉（内線 2112）
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総務防災課財政係（内線 2213）

◎岐阜県市町村振興補助金
　市町村振興補助金は、市町村が自立的発展をめざして自ら考え、自らおこなう事業に対して、岐阜県から交付
されます。平成 26 年度は、次の事業に対して補助金が使用されました。

事業名 事業費（千円） 補助金額（千円）
あっと訪夢改修工事 1,274 500

合 計 1,274 500

■問い合わせ：総務防災課財政係　担当：佐
さ と う

藤（内線 2213）

◎電源立地地域対策交付金
　電源立地地域対策交付金は、原子力発電関連施設設置周辺市町村、水力発電施設設置市町村への国からの交付
金です。この交付金は、地域住民の福祉向上のために町がおこなう事業に対して交付されます。平成 26 年度は、
次の事業に対して交付金が使用されました。

事業名 事業費（千円） 交付金額（千円）
義務教育就学児福祉医療費助成事業 32,862 30,000

御嵩町立施設運営事業
（ 保育園運営事業 / 保健センター運営事業 / 中山

道みたけ館運営事業 / ことばの教室運営事業
/ 子育て支援センター運営事業）

108,463 98,376

海洋センター運営事業 12,946 9,000

給食センター運営事業 5,307 4,111

合 計 159,578 141,487

事業名 事業費（千円） 補助金額（千円）
自立分散型エネルギーモデル事業 3,672 1,800

合 計 3,672 1,800

◎岐阜県清流の国地域振興補助金
　清流の国地域振興補助金は、「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」の成果を継

けいしょう

承・発展させ、清流の国ぎふづくりを
推進する事業に対して、岐阜県から交付されます。平成 26 年度は、次の事業に対して補助金が使用されました。

～ 26 年度の　補助金・交付金の使用報告 ～

 春の全国交通安全運動
　子どもと高齢者の交通事故防止　「自転車を安全に利用していますか？」

　　　　　　　　実施期間　5月11日（月）～5月20日（水）

　平成 26 年の岐阜県内における自転車が関係した交通事故の死者数は 14 人です。交通ルール、
交通マナーを守って正しく利用しましょう。
≪自転車を安全に利用するために 5 つのことを守りましょう！≫
１　自転車は車道が原則です。歩道は例外
２　車道は左側を通行しましょう
３　歩道は歩行者優先で、車道寄りを通行しましょう
４　安全ルールを守りましょう
５　子どもはヘルメットを着用しましょう
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結
核
検
診
の

お
知
ら
せ　

　

結
核
検
診
の

お
知
ら
せ　

日 程 会 場 時 間

6 月 3 日（水）

保健センター 午前 　9：00 ～ 10：30
上之郷公民館 午前 11：00 ～ 11：30
中公民館 午後 　1：00 ～　2：30
伏見公民館 午後 　3：00 ～　4：00

6 月 4 日（木）

次月公民館 午前 　9：00 ～　9：15
宿公民館 午前 　9：25 ～　9：40
送木公民館 午前 　9：50 ～ 10：05
城町公民館 午前 10：15 ～ 10：30
南山台東第一集会所 午前 10：40 ～ 11：00
南山台西第一集会所 午前 11：10 ～ 11：30
長岡公民館 午後 　1：00 ～　1：20
板良公民館 午後 　1：40 ～　2：00
みたけ会館 午後 　2：10 ～　2：50
願興寺西側駐車場 午後 　3：00 ～　3：30

6 月 8 日（月）

井尻クラブ 午前 　9：00 ～　9：25
谷 御嵩工業 午前 　9：35 ～　9：45
つなぎセンター 午前 　9：55 ～ 10：20
大久後公民館 午前 10：35 ～ 10：45
大久後 三浦様宅前 午前 10：55 ～ 11：05
小原公民館 午前 11：20 ～ 11：40
謡坂公民館 午前 11：50 ～ 12：00
美佐野公民館 午後 　1：30 ～　1：45
津橋公民館 午後 　2：00 ～　2：20
前沢公民館 午後 　2：30 ～　2：40
御嵩公民館 午後 　3：00 ～　4：00

6 月 9 日（火）

昭和町公民館 午前 　9：00 ～　9：15
老人憩いの家 午前 　9：30 ～ 10：30
大庭台第一集会所 午前 10：45 ～ 11：15
古屋敷公民館 午前 11：30 ～ 12：00
西田第一集会所 午後 　1：30 ～　2：15
長瀬上集会所 午後 　2：30 ～　3：00
保健センター 午後 　3：15 ～　4：00

6 月 11 日（木）

本郷公民館 午前 　9：00 ～　9：30
新町公民館 午前 9：45 ～ 10：15
野崎公民館 午前 10：30 ～ 11：00
あっと訪夢 午前 11：15 ～ 12：00
伏見児童館 午後 　1：30 ～  2：00
伏見公民館 午後 　2：15 ～　3：30

6 月 12 日（金）

顔戸公民館 午前 　9：00 ～ 10：00
大庭台第三集会所 午前 10：15 ～ 10：35
中公民館 午前 10：50 ～ 11：50
里公民館 午後 　1：10 ～　1：40
洞公民館 午後 　1：55 ～　2：10
稲荷台公民館 午後 　2：25 ～　3：00
高倉公民館 午後 　3：10 ～　3：30
高倉台公民館 午後 　3：45 ～　4：00

　

町
で
は
、
今
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
人
を

対
象
に
、
左
記
の
日
程
で
「
結
核
検
診
」
を

お
こ
な
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
お
よ
び

会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
は
、
3
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
検

診
受
診
希
望
台
帳
」
で
「
町
の
検
診
を
受
け

る
」
に
○
印
を
つ
け
た
人
お
よ
び
未
記
入
・

未
返
却
の
人
に
発
送
し
ま
す
。

　

受
診
票
を
持
っ
て
、
会
場
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

＜ 結 核 検 診 日 程 表 ＞

※ 地区の指定はありませんので、都合のよい会場で受診してください。

※ 

受
診
票
の
な
い
人
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
検

診
会
場
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。（
無
料
）

※ 

受
診
票
は
5
月
下
旬
に

発
送
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
中な

か
ね根

（
内
線 

２
１
９
３
）

保健センター（内線 2193）

★
今
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
み
な
さ
ん
へ
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

★ 40 周年を記念して・・・
　3 月 13 日（金）、可児ロータリークラブの会長の
今
い ま い

井英
ひ で み

美さんと幹事の柴
し ば た

田美
み き お

貴夫さんが御嵩町を訪
れ、地域社会の活性化を目的として町に寄付金 10 万
円を贈られました。
　これは、可児ロータリークラブが 40 周年を迎えた
記念として、関係する地域の活性化のために何かした
いと可児市と御嵩町に寄付をしたものです。
　ありがとうございました。

★美佐野水土里サポートクラブが全国表彰を受賞！
　農業用排水路の維持管理や、外来生物の駆除などの
環境保全活動をおこなっている、「美佐野水土里サポー
トクラブ」が、このたび岐阜県農地・水・環境保全推
進協議会から「優良地区表彰」を受賞し、3 月 25 日

（水）、渡邊町長に受賞の報告をおこないました。
　近年、農家の後継者不足などから農地周辺の環境管
理が難しくなっていますが、美佐野水土里サポートク
ラブ、美佐野地域のみなさんの活動により、当地域で
は美しい田園風景が維持されています。
　今後のますますの活躍が期待されます。　

★にこにこ館竣工式＆内覧会！
　3 月 29 日（日）、伏見にこにこ館で、施設の竣工
式と内覧会が開催されました。午前中の竣工式では、
式典や記念植樹がおこなわれ、参加した伊

い さ じ

佐治飛
あ す か

鳥
さん、伊

い さ じ

佐治こころさん親子 ( 共和台 ) は、「この先、
この木が大きくなっていくことを楽しみにしていま
す」と語ってくださいました。
　昼から開催された内覧会には、雨のなか、約 250
名が来館され、筋力トレーニングマシンの体験や交
流スペースでの団らんなど、思い思いに施設を楽し
んでいました。
　伏見にこにこ館が笑顔でいっぱいの施設となるよ
う、地域のみなさんで活用していただきたいと思い
ます。まずは、一度足を運んでみてください。

 ▼  左から、今井英美さん、渡邊町長、柴田美貴夫さん
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

★ ご長寿おめでとうございます！
　大正 4 年 2 月 28 日生まれの可

か に

兒は
は る え

るゑさんが 100 歳を
迎えられ、3 月 6 日 ( 金 )、渡

わたなべ

邊町長がお祝いに駆けつけ
ました。
　可兒さんは現在、ご自宅で介護を受けながらご家族と生
活されています。可兒さんは八百津から御嵩へ嫁がれ、90
代で脳梗塞や骨折をされながらも、食事がとれるように左
手を使う練習をされたりと前向きに過ごされています。
　ご家族は、「長寿の秘訣は、きっと規則正しい生活だ」と
話されました。100 歳になった今でも、三食の食事とおや
つをしっかりと食べられ、食

しょくよく

欲旺
おうせい

盛に過ごされているそう
です。町長がお祝いの言葉を述べると、「ありがとうござい
ます」と繰り返しお礼を述べられました。これからもお元
気でお過ごしくださいね。

★全国舞踊コンクールで全国大会出場！
　3 月 31 日（火）、「第 72 回全国舞踊コンクール児
童舞踊部」=4 月 5 日（日）東京都で開催 = への出
場が決まった、向陽中学校 3 年生の原

はら

菜
な り さ

理咲さん（昭
和町）、共和中学校 3 年生の梅

う め だ

田さくらさん ( 新町 )
が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこないまし
た。二人は、「今までの大会では上位入賞できている
が、今回もがんばっていきたい」と目標を語りました。
　渡

わたなべ

邊町長は、「緊張すると思うが、そういったな
かでも自分の力が出せるよう頑張ってください」と
激
げきれい

励の言葉を送りました。

★御嵩公民館が優良公民館表彰！
　3 月 4 日（水）、御嵩公民館は、文部科学省にて
下
しもむら

村博
ひろふみ

文文部科学大臣より「優良公民館」として表
彰され、3 月 24 日 ( 火 )、渡

わたなべ

邊町長への報告会があ
りました。文部科学省は、昭和 23 年度から事業内容
に工夫を凝らし、地域住民の学習活動に貢献してい
る公民館を表彰しています。
　御嵩公民館は、「活発な事業展開」や「種

たねもみ

籾（もち
米）から収穫した米の調理・試食までを体験する『田
んぼの学校』の長年にわたる実践」が高く評価され
今回の受賞につながりました。
　加

か と う

藤館長は、「地域のボランティアのみなさんのお
かげでここまでの活動ができた。今後も続けていき
たい」と話されました。

▲ 左から原菜理咲さん、梅田さくらさん、渡邊町長

▼   田んぼの学校長の青
あおき

木友
ともしげ

誉さん ( 左から 2 人目 )、加
かとう

藤英
ひでお

夫館長（左
から 3 人目）、御嵩公民館文化部長の佐

さ そ り

曽利正
まさし

視さん ( 左から 5 人目 )
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“楽しかったね、花フェスタ記念公園”

　去る 3 月。卒園を控えた年長クラスのお友達と
の思い出作りとして、2 歳児クラスから年長クラ
スの子どもたちが、花フェスタ記念公園へ出かけ
ました。
　大きい子が小さい子の手を優しくとり、園内を
歩いたり、ちびっこ広場の滑り台をすべったり、
温室の中に咲いている沢山の花を見て『きれいだ
ね～』と嬉しそうに会話する姿も見られ、年長児
の成長した姿に感動しました。
　子どもたちは、おうちの人に作ってもらった
愛情たっぷりのお弁当を食べ、楽しい 1 日を過

ごしていました。
　この春、中保育園からは 29 名が巣立ち、
それぞれの小学校での生活を楽しんでい
ることと思います。
　中保育園での楽しい思い出を心の栄養
とし、自分で考え、行動できる子になっ
てほしいと願っています。

★ 森林づくりに貢献している事業所に
　　　　　知事より感謝状が贈られました！
　3 月 6 日（金）、御嵩町内で森林づくりに貢献
しているアサヒビール㈱名古屋工場（名古屋市守
山区）と㈱岐阜造園（岐阜市茜部菱野）に県知事
より感謝状が贈られました。
　2 つの事業所は平成 21 年より御嵩町、県などと

「企業との協働による森林づくり」による協定を締
結し、事業所の社員のみなさんが、込み合った木々
の伐採や歩道づくりをおこなってきました。
　事業所のみなさん、今後ともよろしくお願いし
ます。

中
保育園

★地域活動の支援のために・・・
　3 月 25 日（水）、東濃信用金庫常務理事の田

た ま き

牧
茂
し げ き

樹さんが御嵩町を訪れ、地域社会の活性化を目
的として、「公益財団法人とうしん地域振興協力基
金」からの助成金、25 万円分の小切手を町長に手
渡されました。
　地域活動を支援するこの助成金は、毎年おこな
われています。
　今回いただいた助成金は、御嵩小学校のワーク
スペースの床改修事業に充てさせていただきます。
ありがとうございました。

▼   アサヒビールの松
まつかわ

川修
おさむ

部長（左から 2 人目）、岐阜造園

の小
お ぐ り

栗勝
かつろう

郎会長（左から 4 人目）

21 ほっと みたけ　2015. 5



※ 6 月上旬の相談日も掲載しています。

5 月の相談日

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、
毎
月
、「
多
重
債
務
無
料
相
談

会
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。『
返
し
き
れ

な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
』『
利

息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
』

と
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

● 

日
時
：
5
月
15
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

● 

場
所
：
東
濃
西
部
総
合
庁
舎

　

 （
多
治
見
市
上
野
町
5
‐
66
‐
１ 

）

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
弁
護
士

● 

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
30
分
、
事
前

予
約
制
）

　

※ 

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
5
月
14
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

■  

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
３

◆�

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　

���

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談
所

　

～
毎
年
６
月
１
日
は

　
　
　
　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
～

　

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び

美
濃
加
茂
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、体
罰
、差
別
問
題
、家
庭
内
（
夫

情 報 ガ イ ド

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談 5 月 8 日（金）
6 月 5 日（金） 午後 1 時～午後 3 時 中公民館 障がい者相談員による相談で

す。気軽にお出かけください。

人権相談 6 月 1 日（月） 午後 1 時～午後 4 時 みたけ会館

　住民環境課（内線：2103）

消費者相談

月曜～金曜日
（祝日を除く）

午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分

役場本庁舎
1 階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 2・4 火曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談� 5 月 26 日（火） 午後 1 時 30 分～
午後 3 時 30 分

役場北庁舎
2 階第 3 研修室

法律相談（弁護士） 5 月 22 日（金）  午後 3 時～午後 7 時 役場北庁舎
2 階教育会議室

  要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8 名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
�（不登校・いじめなど）

月曜～金曜日
（祝日を除く） 午前 9 時～午後 4 時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング�

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9 時～午後 5 時 中公民館
1 階相談室

  予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV（配偶者や恋人からの暴力）、人間関係など、生き方に関する悩みを電話でお聞きします。
相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858

　● 相談日：日曜～木曜日（金曜・土曜日、祝日、年末年始を除く）
　● 時間：午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 4 時

※ 電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。
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✿�リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
5 月の開催日：3 日（日）
6 月の開催日：7 日（日）         

         
時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場 駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時

○
国
民
健
康
保
険
税 

2
期
分

○
介
護
保
険
料 

2
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料 

4
月
分

（
口
座
振
替
日　

5
月
25
日
）

○
保
育
料 

5
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃 

5
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

5
月
の
祝
日
な
ど
に
、
可
児
地
区
で
診
療

可
能
な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
3
日
（
日
）
：
西
山
歯
科
医
院

　

可
児
市
兼
山　

☎ 

５
９
‐
２
２
５
９

5
月
4
日
（
月
）
：
た
だ
こ
し
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

御
嵩
町
古
屋
敷　

☎ 

６
８
‐
１
１
８
０

5
月
5
日
（
火
）
：
岩
田
歯
科
医
院

　

可
児
市
広
見　

☎ 

６
２
‐
５
９
２
１

5
月
6
日
（
水
）
：
さ
く
ら
歯
科
医
院

　

可
児
市
皐
ケ
丘
☎ 

５
６
‐
０
１
８
０

※ 

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

✿�分別収集
　※ 収集時間については、朝方の 1 時間

程度です（例：午前 7 時～午前 8 時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
な

ど
）、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な

ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

開
設
日
時
：
6
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

● 

開
設
場
所
：
役
場
北
庁
舎
２
階

　

第
2
・
第
3
研
修
室

●
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

担

当
：
生い

こ
ま駒
（
内
線 

２
１
２
２
）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
6
月
1
日
（
月
）
で
す
。

○
軽
自
動
車
税 

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

5月�20日（水）
6月�17日（水）

中 5月�22日（金）
6月�19日（金）

伏　見 5月�19日（火）
6月�16日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

���5月　�3日（日）
6月　�7日（日）

中
伏　見

5月�17日（日）
6月�21日（日）

ご�み�収�集
✿�不燃ごみ（金物類・ガラス類）
✿�粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

�5月�　5日（火）
�5月�19日（火）
6月� 2日（火）
6月�16日（火）

中
伏　見

�5月�　7日（木）
�5月�21日（木）
6月 4日（木）
6月18日（木）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
木き

む
ら村　
（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

●
日
時
：
5
月
26
日
（
火
）

　

 

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
1
時
30
分
～
午

後
4
時

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー　

担
当
：

篭か
ご
は
し橋

（
内
線 

２
１
９
１
）

◆
資
源
回
収

【
伏
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
上
之
郷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

※ 

予
備
日
：
5
月
17
日
（
日
）

【
向
陽
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

※ 

予
備
日
：
5
月
31
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆�

岐
阜
県
子
育
て
応
援
事
業

　
　
　
　
　
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
更
新

　
　

現
在
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
、
妊
娠
中
の
人
が
い
る
世
帯
に
配
布
し
て

い
る
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
が
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
カ
ー
ド
は
、保
育
園
、幼
稚
園
、小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し

ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
学
校
な
ど
に
通
わ
れ

て
い
な
い
世
帯
の
人
は
、
福
祉
課
で
配
布
し

ま
す
。
保
護
者
の
身
分
証
明
証
と
お
子
さ
ん

の
保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
の
カ
ー
ド
は
、
各
自
で
破
棄
を
お
願
い

し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

担

当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線 

２
１
１
４
）

情 報 ガ イ ド
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◆
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
オ
ー
プ
ン
！

● 
開
放
期
間
：
5
月
20
日
（
水
）
～

9
月
30
日
（
水
）

　

※ 
夜
間
の
部
：
7
月
1
日
（
水
）
～

8
月
30
日
（
日
）

●
開
放
時
間
：

　

◎
午
前
の
部 
… 
午
前
9
時
～
正
午

　

◎
午
後
の
部 

… 
午
後
1
時
～午後

4
時
30
分

　

◎
夜
間
の
部 

… 

午
後
6
時
～
午
後
9
時

● 

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第
3
日
曜
日
の

夜
間
の
部

● 

利
用
料
金
：
小
・
中
学
生 

50
円
／
高
校

生
以
上 

１
０
０
円
／
幼
児 

無
料

※ 

プ
ー
ル
の
ご
利
用
に
は
、
水
泳
帽ぼ

う
し子

が
必

要
で
す
。

※ 

夜
間
、中
学
生
以
下
の
入
場
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
（
高
校
生
以
上
）
が
必
ず
一
緒
に

水
着
を
着
用
の
う
え
、
つ
き
添
い
が
必
要

で
す
。

※ 

幼
児
の
保
護
者
は
水
着
を
着
用
の
う
え
、

つ
き
添
い
と
し
て
一
緒
に
プ
ー
ル
へ
お
入

り
く
だ
さ
い
。（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
見

学
は
不
可
）

※ 

お
む
つ
の
取
れ
て
い
な
い
幼
児
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。（
水
遊
び
用
の
紙
お

む
つ
不
可
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
担
当
：
榊さ

か
き
ば
ら原　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６

◇�有料広告を募集しています�◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

催　

し

�

◆
八
百
津
町
合
併
60
周
年
記
念
事
業

　

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
八
百
津

　　

八
百
津
町
で
は
、
合
併
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
テ
レ
ビ
放
送
「
出
張
!!
な
ん
で
も
鑑

定
団
in
八
百
津
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

鑑
定
出
場
者
と
観
覧
者
の
募
集
を
お
こ
な

い
ま
す
。

●
開
催
日
：
７
月
26
日
（
日
）

● 

場
所
：
八
百
津
町

　
　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

【
鑑
定
出
場
申
込
の
応
募
方
法
】

　

八
百
津
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
鑑
定
出

場
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
5
月
26
日(

火)

【
観
覧
申
込
の
応
募
方
法
】

　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
記
入
要
領
は
、

八
百
津
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
申
込
期
限
：
6
月
12
日(

金)

■ 

問
い
合
わ
せ
：
八
百
津
町
役
場
総
務

課
行
政
係　

☎ 

０
５
７
４
‐
４
３
‐

２
１
１
１　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tow

n.yaotsu.lg.jp/

）

広　

告

情 報 ガ イ ド
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◆
少
年
の
主
張
大
会
・
町
民
大
会

　
　

教
育
委
員
会
で
は
、
少
年
の
主
張
大
会

と
町
民
大
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
：
６
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
3
時
30
分

● 

場
所
：
中
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

● 

発
表
者
：
町
内
小
中
学
校
代
表
各
２
名

　

東
濃
高
校
・
東
濃
実
業
高
校
各
１
名

　

可
茂
特
別
支
援
学
校
町
内
在
住
学
生

● 

内
容
：
少
年
の
主
張
大
会
お
よ
び
、
お
Ｓ

Ｕ
Ｎ
歩
１
０
０
日
・
３
０
０
日
達
成
者
の

表
彰

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

担
当
：
高た

か
は
し橋

（
内
線
２
２
６
７
）

講　

座

�

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

知
的
障
が
い
や
自じ

へ
い
し
ょ
う

閉
症
な
ど
の
発
達
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
理
解
者
や
支
援

者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
程
：
4
回
コ
ー
ス
、
土
曜
日
開
催

　

 

①
6
月
27
日
／
②
7
月
25
日
／
③
10
月
24

日
／
④
11
月
14
日

● 

時
間
：
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●  

場
所
：
岐
阜
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校

 

● 

対
象
：
高
校
生
以
上

● 

定
員
：
30
名

●
受
講
料
：
無
料

● 

内
容
：
4
回
の
講
座
で
、
講
師
や
保
護
者

の
講
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
子
ど
も
た

ち
と
活
動
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

「
岐
阜
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
活
動
委
員
会
宛
」
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

必
要
事
項
：
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②

性
別
、
③
生
年
月
日
・
年
齢
、
④
職
業

（
学
校
名
・
学
年
）、
⑤
住
所
・
郵
便
番
号
、

⑥
電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、
⑦
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加

入
の
有
無
、
⑨
講
座
希
望
理
由

● 
申
込
期
間
：
5
月
18
日
（
月
）
～
６
月
5

日
（
金
）（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■   

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県
立
中

濃
特
別
支
援
学
校　

担
当
：
渉
外
部　

岡お
か
べ部

・
野の

な
か中　

〒
５
０
１
‐
３
９
３
８

　

関
市
桐
ヶ
丘
2
‐
3

　

☎ 

０
５
７
５
‐
２
４
‐
１
７
７
３

　

フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
５
７
５
‐
２
４
‐
６
２
６
５

◆
ひ
と
り
親
世
帯
の
就
業
支
援
講
習
会

　

県
内
に
在
住
の
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
子
家
庭
の
父
を
対

象
に
、
就
業
を
支
援

す
る
た
め
の
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

受
講
種
目
：

　

 

◎
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

◎
医
療
事
務
講
習

　

◎
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

● 

開
催
日
時
：
6
月
24
日
（
水
）
午
後
1
時

～
●  

場
所
：
中
濃
振
興
局
（
美
濃
加
茂
市
古
井

町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１
）

 

● 

対
象
：
母
子
家
庭
の
母
親
ま
た
は
父
子
家

庭
の
父

● 

定
員
：
約
26
名
（
選
考
）

● 

受
講
料
：
無
料
（
教
材
費
は
本
人
負
担
）

● 

申
込
方
法
：
中
濃
振
興
局
福
祉
課
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
間
：
5
月
14
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
月
29
日
（
金
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
濃
振
興
局

　

 

福
祉
課　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
／
岐

阜
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー 

☎ 

０
５
８
‐
２
６
８
‐

２
５
６
９

◆
わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

【
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
作
ろ
う
】

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
作
り
ま
す
。

◎ 
開
催
日
：

　

①
6
月
7
日
（
日
）
／

　

②
8
日
（
月
）

◎
時
間
：
午
前
9
時
～
正
午

◎ 

対
象
：
①
小
学
5
年
生

以
上

広　

告
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②
一
般
成
人

◎ 
定
員
：
各
12
名
（
抽
選
）

◎ 
受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　

2
、
0
０
０
円

●  

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

● 

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
5
月
16
日
（
土
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体
験

館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

募　

集

◆�

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
今
年
お
こ
な
わ
れ
る
国
勢
調

査
の
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
員
の 

仕
事
内
容
：

　

◎ 

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席
（
８
月
下
旬

～
９
月
上
旬
）

　

◎ 

調
査
地
域
の
確
認
な
ど
《
受
け
持
ち
調

査
地
域
の
確
認
、
調
査
の
事
前
準
備
》

　

◎ 

調
査
票
の
配
布
と
回
収
（
９
月
中
旬
～

10
月
中
旬
）《
調
査
票
を
配
布
し
、
記

入
を
依
頼
し
ま
す
。
そ
の
後
、
再
度
訪

問
し
て
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
》

　

◎ 

調
査
書
類
の
検
査
と
提
出（
10
月
下
旬
）

《
自
宅
で
調
査
書
類
を
検
査
し
、
定
め
ら

れ
た
期
日
ま
で
に
役
場
へ
提
出
し
ま
す
》

● 

募
集
要
件
：
20
歳
以
上
で
調
査
活
動
の
で

き
る
健
康
な
人
／
調
査
内
容
の
秘
密
を
守

れ
る
人
／
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関

係
の
な
い
人

● 

募
集
人
数
：
70
人
程

度
● 

調
査
員
の
報
酬
：
３

～
７
万
円
程
度
（
受

け
持
ち
世
帯
数
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
）

● 

募
集
締
切
：
6
月

　

1
日
（
月
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事
情

報
係　

担
当
：
丸ま

る
や
ま山

（
内
線
２
２
２
３
）

◆�

「
よ
っ
て
り
ゃ
あ
、
み
た
け

　
　

～
夢
い
ろ
街
道
宿
場
ま
つ
り
～
」

　
　
　
　
　
　

�

運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集
!

　

今
年
も
“
よ
っ
て
り
ゃ
あ
、
み
た
け
”
を

8
月
1
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
！

　

今
年
は
町
制
60
周
年
と
、
よ
っ
て
り
ゃ
あ

み
た
け
20
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
つ
り
を
一
緒
に
創
り
上
げ
る

運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
性
別
・
年

齢
・
職
業
は
問
い
ま
せ
ん
。
や
る
気
の
あ
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
！
「
こ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
み
た

け
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
商
工
会

　

☎ 

６
７
‐
１
１
８
１
／
ま
ち
づ
く
り

課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

担
当
：
佐さ

ば
し橋

（
内
線 

２
２
３
５
）

★�主なイベント
　○マスのつかみ取り
　○お楽しみ！抽選会
　○スタンプラリー　など

●主催：みたけの森まつり実行委員会

■ 問い合わせ：農林課森づくり係　担当：佐
さ さ き

々木（内線 2237）
　　　　まちづくり課まちづくり係　担当：佐

さ ば し

橋（内線 2235）
毎年、大好評！

「マスのつかみ取り」

ミニSLにも無料で
乗車できますよ！

第 32 回

みたけの森ささゆりまつり
6 月 7 日（日）　　※小雨決行、雨天中止

午前9時～午後2時30分
●会場：みたけの森
●臨時駐車場：御嵩小学校グラウンド
　　※御嵩小学校グラウンドと名鉄御嵩駅から、
　　　往復臨時シャトルバスを運行します !!

第 39 回全国育樹祭サテライト行事＆町制施行 60 周年記念行事
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「いきいき健康まつり」・「こどもまつり」
「福祉まつり」全国育樹祭「100年の
�森づくりリレー」が同時開催！
　　　　　　※雨天の場合は内容が変更になる場合があります。

■問い合わせ：【健康まつり】保健センター　担当：篭
かごはし

橋（内線 2191）
　【こどもまつり】　みたけスポーツ文化倶楽部（☎ 50-7846）
　【福祉まつり】：社会福祉協議会（☎ 67-6710）
　【第 39 回全国育樹祭「100 年の森づくりリレー」】農林課森づくり係 担当：林

はやし

（内線 2237）

日時：5 月 24 日（日）午前 9 時～午後 3 時（それぞれのイベントによって開催時間が異なります）
場所：御嵩町保健センター、希らり館、北庁舎 2・3 階、役場駐車場
受付：役場西側駐車場　総合受付
駐車場：御嵩小学校グラウンド

＜いきいき健康まつり�内容＞�午前 9 時 30 分～午後 2 時 30 分
                                楽しく健康について考えるイベントです。
☆血糖値検査、健康相談
☆健康機器体験ブース／骨量測定、血管年齢チェックなど
☆歯科検診、歯みがき指導、子どものフッ素塗布
☆肌年齢チェック、ハンドパック、ハンドマッサージなど
☆にんじんケーキの試食
☆スタンプラリーで菓子パンをもらおう！（先着 500 個限定）
☆みたけのええもん販売コーナー
※ 受付で「スタンプラリー台紙」と「配置図」をもらい、各会場を
　お回りください。スタンプラリーが終了したら保健センターで「ガラ
　ポン抽選会」に参加できます。
　午後 2 時 30 分からリサイクル自転車の抽選会もあります。

＜みたけ町こどもまつり�内容＞�午前 10 時～午後 2 時 30 分
　　楽しいイベントがいっぱいです。午後 2 時からは子ども抽選会もあるよ！
★おまわりさん体験コーナー（パトカーミニ白バイの展示など）
★模擬店コーナー（50 円～）
★ピーカ！ブーさんの人形劇／映画／バルーンアート
★簡単キーホルダー作り、ストロートンボ
★ゲームコーナー ( ホールインワンゲーム／ボールダーツ／新聞紙ワールド ) など

＜福祉まつり�内容＞�午前 10 時～午後 2 時 30 分
　　　　　　　体験を通して、福祉についてふれてみよう。
☆お菓子のつかみどり　　　　　
☆介護体験（高齢者疑

ぎ じ

似体
たいけん

験／車いす体験／電動カートの試乗／介護食の試食）
☆介護用品の展示、介護相談　　☆ボランティアコーナー、ボランティア相談　　など

＜第39回全国育樹祭「100年の森づくりリレー」内容＞�午前 9 時～午前 10 時
★引継ぎ式、苗木の引き渡し　　★木

き ひ

曳き
★アトラクション ( 園児のミナモダンスなど )

　町制施行60周年記念行事

御
嵩
町

町制 施行 60 周
年

み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▲  昨年のこどもまつりのようす

▲  昨年の健康まつりのようす

情 報 ガ イ ド
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『ＦＭらら』周波数 76.8MHz
スマートフォンなどで
　　　FM ららが聴けるようになりました

　FM ららでは、スマートフォンやタブレットのアプ
リを活用した「インターネット放送サービス（サイマ
ル放送）」を、この 4 月より開始しました。
　これにより、他県・海外などに住む御嵩町出身者や
家族などが、地元の情報（災害情報を含む）を聴取可
能となります。また、放送エリア内にあっても、直接
受信できない地区をカバーする役割も果たします。
　「FM らら」のアプリをインストールするだけで、
FM ららの通常放送はもちろん、災害・緊急情報も受
信、聴取が可能になります。文字での情報発信もある
ため、聴覚に障害をお持ちの場合でも災害情報などを
入手することができます。
　サイマル放送に関する詳細は、ＦＭららホームペー
ジ（http://fm768.jp/）でご確認ください。

　　災害時の緊急情報も…
ＦＭらら

76.8 ＭＨｚ
♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp
FAX　0574-50-2882

郵便　〒509-0294　FMらら

■ 問い合わせ：企画課秘書広報係 
担当：山

や ま だ

田（内線 2200）
　FM らら ☎ 50-2080

～ 御嵩町内でＦＭららの電波が入りにくいみなさんへ ～

FM らら専用アプリ
ＱＲコード→

情 報 ガ イ ド
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� 保健センターだより �
【 6 月の行事予定 】

■問い合わせ：保健センター
67-2111　ＦＡＸ 67-2118

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00 ～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談
＜予約制＞

1 日（月）
　　　13：30 ～ 15：30

★ 相談日の午前中までに保健センターへ申し
込みください。　＜定員：3 名＞

 男性の料理教室
【3 回コース】

 ＜予約制＞ 定員：16 名

  ① 5 月 27 日（水）
 ② 6 月　9 日（火）
 ③ 6 月 26 日（金）
 　　　  9：30 ～ 12：30

  ◎町内在住の 40 歳以上の男性
★  5 月 8 日（金）までに保健センターへ申し

込みください。
保健センター

★ 予約・申し込みが必要な行事などについては、定員に
なり次第、受付を終了させていただきます。

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターにお問い合わせください。

予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

4 種混合 19 日（金）／保健センター
　　　13：45 ～ 14：15 

◎平成 27 年 2 月生まれ
◎ 7 歳半未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

日本脳炎
  5 日（金）、10 日（水）、
24 日（水）／保健センター
　　　13：45 ～ 14：15 

平成 21 年 4 月 2 日～平成 24
年 4 月 1 日生まれで 1 期初回
未接種

申込不要（直接、会場へお出かけください）

BCG   2 日（火）／保健センター
　　　13：15 ～ 13：30 

◎平成 26 年 11 月生まれ
◎ 1 歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

3 種混合
不活化ポリオ ◎ 接種を希望される人は、保健センターへお問い合わせください。

麻しん風しん
混合 1 期

16 日（木）／田原医院
　　　13：30 ～ 14：00
＜予約制：定員各日 20 名＞

◎平成 26 年 5 月生まれ ★   6 月 1 日（月）～ 6 月 5 日（金）に
保健センターへ申し込みください。
受付時間：8：30 ～ 17：15◎ 2 歳未満で 1 期未接種

水痘
（みずぼうそう）

18 日（木）・25 日（木）
／桃井病院 14：30 ～ 15：30
＜予約制：定員各日 10 名＞

◎ 1 歳から 3 歳未満で未接種
★  6 月 1 日（月）～ 6 月 5 日（金）に

保健センターへ申し込みください。
　 受付時間：8：30 ～ 17：15

★母子保健
行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30 妊婦

保健センター

育児相談 22 日（月）／ 受付   9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談   2 日（火）／ 受付 14：00 ～ 14：15 平成 26 年 11 月生まれ

10 か月児相談   5 日（金）／ 受付   9：30 ～ 10：00 平成 26 年 7 月生まれ

乳児健診 23 日（火）／ 受付 13：15 ～ 13：30 平成 27 年 1 月・2 月生まれ

3 歳児健診 25 日（木）／ 受付 13：15 ～ 13：30 平成 24 年 4 月・5 月生まれ

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

 骨粗しょう症検診
 定員：各日 120 名
自己負担額：1,000 円

 6 月 16 日（火）、6 月 17 日（水）

  ◎ 今 年 度 中 に 40、45、50、55、60、65、
70 歳になる女性

★ 検診票が届かなかった人で、希望される人
は 5 月 25 日（月）～ 5 月 29 日（金）に
電話で申し込みください。

保健センター
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　　　　　◆歴史の道「中
なかせんどう

山道」を散策してみませんか…

　江戸時代、現在の御嵩町には、江戸と京都の間
を結ぶ主要街道「中山道」が通っていました。こ
の「中山道」は「東海道」と並んで、人や物資のほか、
情報や文化が往来する大変貴重な交通網でした。
そして、町内にあった「御

みたけじゅく

嶽宿」と「伏
ふしみじゅく

見宿」は、
とてもにぎわいのある宿場であったと想像できま
す。
　御嵩町では、貴重な歴史的財産である「中山道」
を保存･継承していくため、平成 9 年度から整備
をおこなってきました。そして平成 18 年からは、
毎年町民の皆さんとともに中山道散策をしていま
す。
　今年も開催しますので、ぜひご参加ください！

　歴史の道「中山道」を歩こう！

●日時：5 月 23 日（土）
　午前 8 時 30 分～午後 4 時（予定）
●集合時間：午前 8 時 30 分
●集合場所：御嶽宿さんさん広場
　※駐車場は中山道みたけ館をご利用ください。
●定員：15 名
●参加料：100 円（傷害保険代）
● 内容：大

おおいじゅく

井宿（恵那市）～中
な か つ が わ

津川宿
じゅく

（中津川市）
までの約 10 ㎞を歩きます。

　※中津川宿からはバスで戻ります。
●持ち物：昼食、飲み物、雨具など
●申込方法：中山道みたけ館へ直接または電話
でお申込みください。
●申込期間：5 月 8 日（木）～ 17 日 ( 日）
　※先着順。定員になり次第締め切り。
■ 申込先／問い合わせ：中山道みたけ館　担当：

田
た な か

中　☎ 67-7500

5 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

 11 日（月）、18 日（月）、19 日（火）、
 25 日（月）、29 日（金）
 ※ゴールデンウィーク期間、5 月 1 日

（金）～ 5 月 10 日（日）は開館します。

◆ おとなのシネマシアター
　「そして父になる」
◦日時：5 月 17 日（日）
　午後 2 時～午後 4 時 05 分
◦場所：1 階 研修室
◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　絵本や紙芝居の読み聞かせをおこな
います。
◦ 日時：5 月 2 日（土）・9 日（土）・

午後 2 時～午後 2 時 30 分
◦場所：おはなしのへや
※  23 日 ( 土 ) は子どもまつり開催の

ためお休みします。
◆ えほんのひろば（0 歳～ 3 歳児向け）
　 乳幼児向けの読み聞かせ

です。
◦日時：5 月 12 日（火）
   26 日（火）
　午前 10 時 30 分～午前 11 時
◦場所：おはなしのへや

◆ 郷土館　資料紹介展
　「じいさまから聞いた話原画展」

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「押し花アート展」
　押し花フレンズのみなさんによ
る押し花アート作品を展示します。
◦  期間：5 月28日（木）まで
◦ 場所：1 階 エントランスホール
◆ キッズシアター
　「おじゃる丸
　　　　～マロのゆかいな世界～」
◦日時：5 月 16 日（土）
　午後 2 時～午後 3 時 35 分
◦場所：1 階 研修室

◦ 期間：5 月 24 日（日）まで
◦ 場所：2 階 特別展示室
◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「押し花アート展」　
◦ 期間：5 月 28 日（木）まで
◦場所：商家竹屋　主屋
◦協力：押し花フレンズのみなさん
◆ 竹屋資料館イベント
　「呈茶の日」
◦日時：6 月 7 日（日）
　午前 10 時～午後 2 時
◦場所：商家竹屋　奥座敷
◦協力：御嵩町茶華道連盟
◦一服：300 円（お茶とお菓子）
　※ 竹屋資料館にてお茶券を前売り

します。

★ ★　5 月の予定　★ ★

開
館
時
間

火〜金：午前10時〜午後6時

：午前 9時〜午後5時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
  http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704

中 山 道
み た け 館
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子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 9 時～午後 5 時

☎ 67-5221

指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

休館日：日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 5 月の予定★★

ぽっぽかんぽっぽかん

＜ 5 月の予定＞
◎ 11 日：電車ごっこ
◎ 18 日：おおきくなーれ
◎ 25 日：散歩

＜ 6 月の予定＞
◎   1 日：スタンプあそび
◎    8 日：おおきくなーれ
◎ 15 日：うちわ作り
◎ 22 日：バルーンあそび
◎ 29 日：七夕飾りつくり 申

参

申

参

児 童 館
 み

んなの笑顔が集う場所
子育てのお手伝いをしますあなたの

＜中児童館＞
　9 日（土）母の日のプレゼント作り 

午後 1 時 30 分～
14 日（木）ひよこタイム「春みつけ散歩」
 午前 10 時 30 分～
16 日（土）作ってあそぼう　　　　　午後 1 時 30 分～

28 日（木）ひよこタイム「リズム、手指あそび」
午前 10 時 30 分～

★閉館日：22 日（金）、25 日（月）

＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
9 日（土）母の日プレゼント作り

 午後 1 時 30 分～

13 日（水）ひよこタイム「新聞紙遊び」
 午前 10 時 30 分～
16 日（土）かんたんおやつ作り
　　　　　「パンケーキ」 午後 1 時 30 分～

27 日（水）ひよこタイム「春みつけ散歩」
午前 10 時 30 分～

30 日（土）作って遊ぼう「ビヨヨンロケット」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 1 時 30 分～
★閉館日：22 日（金）、25 日（月）

＜中･伏見児童館合同行事＞
「第 19 回　みたけ町こどもまつり」

楽しいイベントがいっぱいです。みんな来てね！

● 日時：5 月 24 日（日）午前 9 時～午後 2 時 30 分
　詳しくは 27 ページをご覧ください。

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

☆“育児相談”
　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお　
出かけください。電話もお待ちしています。
　◆日時：月曜～金曜日　午前 9 時～午後 5 時

★“子育ておしゃべりタイム”へのお誘い
　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援セ
ンターに来ませんか？一緒におしゃべりしたり、子ど
もと遊んだりしながら、ストレスを発散しましょう。
　◆日時：毎週月曜日
　　午前 10 時～午前 11 時 30 分（受付は午前 9 時～）

★“親子教室”のご案内（会員制）　
　◆日時：午前 10 時～午前 11 時 30 分
　　◎さくらんぼコース（1 歳児）　5 月 26 日（火）
　　対象：H25 年 4 月 2 日～ H26 年 4 月 1 日生まれ
　　◎りんごコース（2 歳児）　5 月 29 日（金）　
　　対象：H24 年 4 月 2 日～ H25 年 4 月 1 日生まれ
　◆内容：開級式　　

★“おはなしの広場”のご案内
　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを通して、情緒豊
かなお子さんに育てましょう。
　◆日時：5 月 13 日（水）
　　午前 10 時 30 分～午前 11 時 30 分
　※ 毎日、午前 11 時 30 分から、支援室で“みみちゃん

タイム（絵本の読み聞かせ）”をおこなっていますので、
参加してください。絵本の貸出しも、毎日おこなって
います。

★“あそびの広場”
　平成 27 年度のあそびの広場の申し込み受付中です。
申し込みは、各保育園と子育て支援センターぽっぽか
んでできます。あそびの広場への参加は、通年 1 か所
の保育園での参加になります。
　28 日（木）上之郷保育園／　28 日（木）御嵩保育園
　13 日（水）　 中保育園　／　14 日（木）　伏見保育園　　
　★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：5 月 20 日（水）　午前 10 時～正午
　◆場所：南山公園（雨天：Ｂ＆Ｇ体育館） 
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＜ 平成 27 年 3 月受付分（敬称略）＞お悔やみ
　申し上げます

　この欄は、町に戸籍の
届出をされ、掲載を希望
された人のお名前を紹介
しています。

■ 問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係
　桑

くわした

下（内線 2105）

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

石
い し い

井 輝
だ い あ

愛（ 本　 郷 ）友 章
綾 可

鍵
か ぎ や

谷 駿
しゅんた

太（ 北　 切 ）智 史
梨 沙

亀
かめがい

谷 悠
ゆうせい

晟（ 長　 瀬 ） 悟
仁 映

小
こ い で

出 陽
は る と

斗（南山台東）陽 介
みどり

山
やまもと

本 花
は な

那（ 古 屋 敷 ）陽 平
あかね

藤
ふ じ た

田 姫
ひ な

菜（ 西　 田 ）裕 也
理 恵

板
い た や

屋 橙
と う ま

摩（ 高 倉 台 ）紀 孝
聖 子

古
ふるやま

山 葵
あ お ば

羽（ 北 屋 敷 ） 諒
かえで

佐
さ と う

藤 成
な る み

海（ 西 之 門 ）健 次
沙由梨

加
か と う

藤 芽
め い

生（ 本　 郷 ）千 晴
里 紗

山
やまなか

中 緒
つ ぐ み

美（春 日 町）一 穂
佐知江

眞
ま な べ

鍋美
み ゆ ね

夕音（共 和 台）英 人
恵 美

渡
わたなべ

邉 桜
お う が

芽（南山台東）武 志
あゆみ

田
た な か

中 琉
りゅうせい

惺（上 町）拓 司
佐知子

梅
う め だ

田 善
ぜ ん と

斗（新 町）大 介
加 世

渡
わたなべ

邉 悠
ゆ う と

斗（西 本 町）友 大
実奈子

北
きたおり

折寧
ね ね か

々加（ 宿 ） 潤
あかね

伊
い さ じ

佐次人
と き

絆 （南山台西）将 馬
美 希

 　 人の動き（2015.4.1 現在）

　                （ ）は前月比

　　 人口　18,856 人（＋ 11）
　　　 男　 9,361 人（＋ 6）
　　　 女　 9,495 人（＋ 5）
　　 世帯 7,083 世帯（＋ 24）
　　出生  19 人  　死亡  18 人
　　転入 124 人    転出 111 人

戸籍の窓から
　死亡者名         死亡年齢       自治会名              喪主名

市岡みちゑ  88 歳（上 町）市 岡 通 勝

長 沼 昌 弘  85 歳（新 木 野）長 沼 　 茂

柘植みちゑ  91 歳（ 里 ）柘 植 博 美

坂上わか子  91 歳（新 木 野）坂 上 　 稔

渡邉きんの  95 歳（長 岡）渡 邉 俊 夫

菅 原 一 郎  80 歳（美 佐 野）菅 原 千 昭

鈴 木 良 夫  85 歳（西 町）鈴 木 秀 和

安 達 新 吉  90 歳（稲 荷 台）安 達 和 弘

伊佐治 男  89 歳（共 和 台）伊佐治寛章

坂家き志子  86 歳（南山台東）坂 家 友 繁

佐 野 初 子  87 歳（赤 坂）村 土 朝 子

坂 　 一 一  94 歳（西 田）坂 　 鈴 子

奥 村 　 清  65 歳（高 倉 台）奥 村 孝 博

知 念 勝 治  56 歳（高 倉 台）知 念 治 樹

亀 井 清 彦  84 歳（顔 戸 南）亀 井 雅 彦

＜家庭教育学級合同　子育て人権講演会のご案内＞
　「子どもの歯と心の健康」について、御嵩町の歯科衛生士さんよりお話をしていただきます。
　日時：6 月 13 日（土）午前 10 時 30 分～ 12 時　　　場所：中公民館 3F ホール

　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　梅
う め だ

田（内線 2267）E メール :katei@town.mitake.lg.jp

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容

上之郷・御嵩学級   14 日（木） 午前 10 時
～

午後 2 時

御嵩公民館 親子バス遠足（太平公園）

中学級   21 日（木） 中公民館 じゃがいもバスツアー（七宗町）

伏見学級   20 日（水） 伏見公民館 親子バス遠足（山楠公園）

0 歳児
学級

「あいあい」

Ｈ 26 後期組    8 日（金） 午前 10 時
～

午前 11 時 30 分
保健センター

いざ！という時のために
             「乳幼児の救急法を学ぼう」

Ｈ 27 前期組   29 日（金） 開級式
「みんな一緒に子育てスタート！」

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　～ 5 月の講座 ～

　

ご結婚
　　おめでとう

（
婚姻者名　　　 自治会名

今 井 敬 仁 （美 佐 野）

安 藤 美 苗 （土 岐 市）

山 口 慎 人 （春 日 町）

里川穂奈美 （愛 知 県）

小 幡 マ サ ー ジ
エ ル ダ イ ブ ジ ヨ ン （共 和 台）

奥 田 桃 子 （共 和 台）

永 瀬 裕 也 （十日市場）

渡 邉 美 穂 （美濃加茂市）

吉田　  誠 （三 重 県）

山 田 愛 子 （顔 戸 南）

谷 口 　 元 （西 田）

野 添 志 穂 （愛 知 県）

（
（
（

（
（
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増
え
て
、
現
在
１
、０
５
０
人
に
な
り
ま

し
た
」
と
胸
を
張
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
加
し
た
人
口
は
、
現
役
子
育
て
世
代

だ
そ
う
で
、「
今
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
都
市

で
の
子
育
て
環
境
が
悪
く
、
子
育
て
の

た
め
に
地
方
に
移
住
す
る
人
も
多
い
の
で

す
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

価
値
観
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

日
本
に
も
豊
か
な
自
然
の
中
で
子
育
て
を

し
た
い
と
思
う
人
は
、
多
く
存
在
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

御
嵩
と
価
値
観
を
共
有
で
き
る
人
た
ち

が
、
選
択
し
や
す
い
町
に
し
た
い
も
の
だ

と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
働
き
場

所
は
必
須
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

企
業
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
大
学
に
も
言

え
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
通
信
も
発
展
し
た

の
で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
大
都
市
に
固こ

し
つ執

し
な
く
て
も
規
模
を
縮
小
し
た
事
務
所
さ

え
設
置
す
れ
ば
機
能
す
る
企
業
も
あ
る
と

思
え
ま
す
。
こ
れ
も
経
費
節
減
の
一
手
法

で
も
あ
り
ま
す
。
地ち

ほ
う方
創そ

う
せ
い生
は
、
企
業
の

力
も
必
要
と
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
の
二
期
目
の
任
期
は
6
月
11
日
で
満

了
を
迎
え
、
あ
と
僅わ

ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
稿
も
今
回
で
ひ
と
ま
ず
終
了
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
4
年
間
、
拙

つ
た
ない
文
章

に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

4
月
9
日
執
筆

な
く
、
人
で
あ
り
、
顧こ

き
ゃ
く客
で
あ
り
、
地
域

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
評
価
す
る
の
が
株
主
で
、
真

に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

安
定
株
主
で
あ
り
、
投
機
的
株
主
で
は
な

い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
歯
車
が
正
常
に

回
転
し
な
い
が
た
め
に
、
人
を
大
切
に
し

な
い
格
差
社
会
を
生
み
出
し
、
節
度
を
見

失
っ
た
資
本
主
義
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
じ
き

出
さ
れ
る
人
は
年
々
増
加
し
、
公
的
に
税

「
お
金
」
と
い
う
形
で
手
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
企
業
の
社
会
的
責
任

は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
問
わ
れ
る
の
で

す
。

　

そ
う
し
た
現
実
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
の
は
、
世
界
の
半
分
の

富
を
、
1
％
の
富
裕
層
が
握
る
現
実
に
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
金
に
拘

こ
だ
わる

の

も
“
程
々
に
”
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

　

人
口
偏
重
に
つ
い
て
も
、
対
策
は
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
主

座
都
市
や
大
都
市
に
集
中
し
、
人
口
都
市

化
率
は
50
％
を
超
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特

に
、
発
展
途
上
国
の
人
口
都
市
化
率
は
、

極き
わ

め
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
90
％
を
超
え

る
国
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
そ
の
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
私

は
都
市
部
こ
そ
が
、
人
口
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
都
市

と
し
て
人
口
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
、
明
確
な
政
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

地
方
創
生

　

北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
、
北
陸
、
特
に

金
沢
が
観
光
客
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
あ
の
兼
六
園
に
は
、
肩
が
ふ
れ
あ
う

ほ
ど
の
人
が
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

か
つ
て
御
嵩
町
民
は
一
本
の
道
路
、
一

本
の
鉄
路
が
、
ま
ち
や
地
域
を
劇
的
に
変

え
る
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
身
を

も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
利
便
性
の
向
上

は
、
国
策
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
す
が
、
そ

れ
を
活
か
す
の
は
、
地
方
に
住
む
者
の
知

恵
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
観
光
で
の
活

か
っ
き
ょ
う況の

み

な
ら
ず
、
企
業
の
地
方
移
転
も
報
じ
て
い

ま
す
。
代
表
的
な
例
は
、
あ
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
が

富
山
県
黒
部
市
に
本
社
機
能
を
移
転
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

系
列
会
社
も
移
転
を
決
め
た
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、北
陸
に
注
目
す
る
企
業
も
多
く
、

首
都
圏
か
ら
の
移
転
を
決
め
た
企
業
は
、

数
十
社
に
の
ぼ
る
よ
う
で
す
。

　

Ｙ
Ｋ
Ｋ
は
元
々
、
主
工
場
を
黒
部
市
で

操
業
し
て
お
り
、
発
想
と
し
て
は
、
比
較

的
自
然
に
方
向
性
が
定
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
、
大
歓
迎
す
べ
き

事
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
企
業
は
株
主
の
も
の
」
と
若
き
Ｉ
Ｔ

企
業
社
長
が
発
言
し
て
か
ら
、
日
本
の
多

く
の
企
業
の
力
点
が
、
株
主
へ
の
配
当
や

内
部
留
保
へ
偏

へ
ん
ち
ょ
う重し
す
ぎ
た
の
で
は
な
い

か
と
違
和
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
企
業

に
社
会
的
責
任
が
伴

と
も
なう

の
は
当
然
の
こ
と

で
、
大
切
に
す
べ
き
は
、
納
税
だ
け
で
は

町 長 月 記

　

興
味
深
い
デ
ー
タ
に
特
殊
出
生
率
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
出
生
率
の
最
下
位
は
首
都

東
京
都
で
、
１
・
１
３
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
は
1
年
で

7
万
人
余
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
出
生
は

死
亡
よ
り
５
０
０
人
余
り
少
な
い
の
で
す

か
ら
、
東
京
の
人
口
は
、
地
方
に
依
存
し

て
い
る
状
態
で
す
。
7
万
人
と
い
え
ば
、

地
方
の
中
心
市
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
市
が

消
滅
す
る
人
口
で
、
全
国
か
ら
の
社
会
移

動
が
あ
っ
て
、
首
都
圏
が
維
持
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

私
た
ち
地
方
に
住
む
者
が
、
出
生
率
を

上
げ
る
努
力
を
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
大
切
に
、
大
切

に
育
て
て
き
た
子
ど
も
は
、
18
歳
に
な
る

と
、
そ
の
多
く
が
大
学
や
就
職
で
都
市
に

移
動
し
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
大
都
市
で

そ
の
若
者
た
ち
が
、
安
心
し
て
結
婚
し
、

子
を
産
み
育
て
よ
う
と
思
え
る
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
人

口
に
も
循

じ
ゅ
ん
か
ん

環
型
と
い
う
表
現
を
使
え
る
の

な
ら
、
大
都
市
も
、
今
の
人
口
を
自
前
で

維
持
で
き
る
施
策
を
講
ず
る
べ
き
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
出
合
っ
た
ア
ラ
ン
・
グ

ラ
ッ
プ
さ
ん
は
、
オ
シ
ュ
ビ
ル
市
の
市
長

で
す
。「
市
」
と
お
聞
き
し
た
の
で
、「
人

口
は
」と
質
問
し
ま
し
た
。９
０
０
人
だ
っ

た
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
不
思
議
な

表
情
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
自
治
体
は
人
口
に
関
係
な
く
、
自
由

に
市
町
村
の
呼
称
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
私

が
市
長
に
な
っ
て
か
ら
人
口
が
１
５
０
人
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4
月
5
日
（
日
）
に
願
興
寺
で

お
こ
な
わ
れ
た
「
蟹
薬
師
祭
礼
」
の

様
子
で
す
。
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
祭
礼
は
、
県
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
お
ま
つ
り
で

す
。

　

赤
い
布
を
か
ぶ
り
、
お
面
を
つ
け

た
「
蝿は

え

追お

い
」
が
持
っ
て
い
る
「
し

き
み
」
の
枝
で
頭
を
叩た

た

か
れ
る
と

厄や
く
よ除

け
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
人
が
頭
を
叩
い
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
し
ろ
い
を

塗
っ
た
か
わ
い
い
稚
児
た
ち
の
笛
や

太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
願
興
寺
が
創
建
さ
れ
て
か

ら
１
２
０
０
年
の
節
目
で
あ
り
、
本

来
は
子ね

ど
し年
に
し
か
公
開
さ
れ
な
い
国

指
定
重
要
文
化
財
の
薬
師
如
来
像

が
、
薬
師
祭
礼
に
あ
わ
せ
て
特
別
開

帳
さ
れ
ま
し
た
。
参
拝
客
は
、
普
段

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
秘
仏
」

を
見
学
し
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
い

ま
し
た
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

【作り方】
① じゃがいもはきれいに洗い、くし形に

切り、水にさらし、下ゆでするか、耐
熱容器に入れて 600 Ｗの電子レンジ

　で 2 分くらい加熱する。
② 絹さやは筋を取っておく。ウインナー

は斜め切りにする。
③ フライパンでウインナーを炒め、絹さ

やも加えて炒め合わせる。
④ 火を通したじゃがいもも加えて炒め合

わせる。
⑤ マヨネーズも加えて全体をからめ、塩

こしょうをふる。

【1 人分の栄養価】

編
集

・
発

行
／

御
嵩

町
役

場
企

画
課

秘
書

広
報

係

〒
505-0192　

岐
阜

県
可

児
郡

御
嵩

町
御

嵩
1239

番
地

1
TEL（

0574）67-2111（
代

）　
FA

X（
0574）67-1999（

代
）

5 月号

み　た　け　スマイル  キッズ

この料理は、あらかじめじゃ
がいもに火を通しておくので、
フライパンでさっと作れ、朝食
やお弁当のおかずにもおすすめ
です。
 じゃがいもはいも類の中でもビ
タミンＣが多く、加熱してもこ
われにくいのが特徴です。
　新じゃがいもは皮がやわらか
く、皮をきれいに洗うと、皮ご
と食べることができます。
　煮物や揚げ物
にしてもおい
しいですよ！
　

Cooking!Let's

【募集】みたけスマイルキッズに掲載を希望す
る、町内在住で 8 月 ､9 月に 1 ～ 3 歳の誕生日
を迎えるお子さんを募集します。
◎掲載に必要なもの：
　 笑顔の写真（1枚）/ 紹介文（30文字程度）
◎掲載申込方法：
　 名前、住所、誕生日と写真データ、紹介

文を添えて、Ｅメールなどでお申し込み
ください。

◎申込期限：5 月 22 日（金）
■ 申込先／問い合わせ：企画課秘書広報係
　担当：山

や ま だ

田
　 Ｅメールアドレス kouhou@town.mitake.lg.jp
※応募多数の場合は抽選になります。

子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

今月の健康料理「新じゃがのマヨネーズ炒め」

■レシピ提供：保健センター 担当：佐
さ ご う

合　（内線：2193）

【材 料】（4 人分）
新じゃがいも            100ｇ
絹さや         　　 　 15g
ウインナー              30ｇ
マヨネーズ      大さじ 1/2
塩こしょう              少々

エネルギー たんぱく質 カルシウム 塩分 食物繊維
114kcal 3.1g 6mg 0.4g 0.9g

水
み ず の

野 梨
り ん か

花さん（長岡）3 才

これからも、いっぱいおしゃ
べりしようね♡

岡
お か だ

田 愛
あ い か

佳さん（高倉台）2 才

あいちゃん、素直に大きく、
みんなから愛される女の子
になってね !!

保
 健 セ ン タ ー 栄 養

 士
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